
1 工事（委託）名

2 工事（委託）番号 第 号

3 工事（委託）場所 御所市

4 現場説明書返却について ダウンロードによる（返却不要）

5 現場説明書記載項目

第１章 概要

第２章 入札に関する注意事項

第３章 特記事項

・ 入札条件書

・ 特記仕様書

・ その他

6 仕様書

7 位置図

市営住宅サン緑町Ⅰ外壁等改修

5住

現　場　説　明　書

工事

  御　所　市　役　所  

本馬 地内



第１章 概　要

1 工事（委託）名

2 工事（委託）番号 住 第 号

3 工事（委託）場所 御所市

4 工事（委託）概要

5 竣工（履行）期日

6 発注担当課 住宅課

7 部分引き渡し 有

※ 指定部分

・ 指定部分 設計業務部分

・ 引渡し期日

・ 部分引渡しに 設計監理業務委託特記仕様書

係る成果物

※ 指定部分２

・ 指定部分

・ 引渡し期日

・ 部分引き渡しに

係る成果物

8 業務委託料における実施設計業務と工事監理業務の割合

実施設計業務 ％

工事監理業務 ％

市営住宅サン緑町Ⅰ外壁等改修 工事

令和5年2月28日

43.6

令和元年8月16日まで

56.4

<設計業務>記載の成果品

地内本馬

建物概要　ＲＣ４階建　延床面積　９４９．５２㎡

その他付属棟　４２㎡

上記施設における改修工事（外壁、防水、塗装、屋根

等）

上記工事に伴う電気、機械設備工事　一式

5



第２章 入札に関する注意事項

1 　現場説明書等（仕様書、設計図面等）に対する質問の応答

　質問が有る場合は、管財課入札係窓口へ質問書を 持参・メールにより提出してください。

（質問が無い場合は、質問書の提出は必要ありません。）

4 年 8 月 16 日 11 ： 00 までに提出してください。

御所市役所　管財課　（新館２階）

2 　入札書に記載する価格は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積も

った契約希望金額の１１０分の１００に相当する合計金額を入札書に記載してください。

（消費税及び地方消費税を含まない価格）

　入札手続きに対する問い合わせは、管財課入札係にお問い合わせください。

3 　回答方法 （令和 4 年 8 月 18 日 17 ： 00 までに送信）

　回答文書を FAX・メールにより当該質問者に送信いたします。

　但し、公平性に支障を来す場合等、質問内容によっては、入札参加者全員に回答します。

　該当する者は受信出来ましたら、回答文書が無事届いたかを確認したいので、早急に市役所

管財課へ返信FAXをお願いします。

4 　現場説明書等の交付について

　御所市ホームページからダウンロードにより提供

5 　建設業退職金共済制度の掛け金

　落札者は、契約の締結に際しては中小企業退職金共済法の基づく建設業退職金共済制度

の掛け金を建設業退職金機構の奈良県支部に納入し、機構発行の掛け金収納書を提出して下さい。

（　機構奈良県支部　：　奈良市高天町５－１奈良県建設会館内　TEL　0742-22-3345　）

6 　この工事の入札結果により、同一業者が、同一工事区域又は工事区域が連結した場所で、かつ工期

が重複又は継続して施工することとなった場合は、協議無く共通費（共通仮設費、現場管理費及び一

般管理費等）を再計算し、請負額を変更することがあります。

令和

提出場所

質問書提出期限



（建築一式）

第３章 特記事項

1 総論

　本工事の契約書、設計図書（仕様書、図面、現場説明書及び現場説明に対する質問回答書）

を十分に理解し、関連法規・条例等を遵守して、安全に着手・竣工してください。

2 適用範囲

　施工条件の適用については、以下の３に記載したものを適用します。

3 施工条件

（１） 一般事項

※ 本工事の施工は、監督員の指示した書類を作成し、承諾を受けたうえで着手してください。

※ 原則として、工事着手前に本工事の全ての下請け業者について、書類により監督員に届け

出てください。

※ 本工事は特記仕様書記載の適用基準等に基づき施工してください。

※ 本工事は奈良県土木部編集「土木部建築工事監督及び検査必携」を適用します。

※ 工事関係官公署その他関係機関への必要な届出手続き等は、全て請負者が行ってください。

手続きに必要な費用は請負者の負担とします。

※ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建設省建設経済局）を遵守し、工事を行ってください。

※ 本工事に示す内容その他に疑義が生じた場合は、入札前においては第２章｢入札注意事項」

１「設計図書等に対する質問の応答」によるものとし、契約後においては、監督職員と協

議のうえ決定し、施工するものとします。また、現場の納まり、取り合い、明示無き事項

及び設計図書と現場の不一致等で生じた変更については、監督職員の指示によるものとし

ます。

（２） 施工日・施工時間帯

※ 原則として、土曜日・日曜日・及び祝日の現場における工事は休みとし、施工時間は８時

３０分から１７時３０分とします。ただし、現場の状況等による場合、施設管理者等の協

議・許可条件等により、変更する場合があります。

※ 別紙、特記仕様書に定めるとおりです。

（３） 環境対策

※ 　「奈良県における「建設リサイクル」の実施に関する指針」に基づき、建設資材のリサ

イクルに努めて下さい。

※ 　「公共事業に関する環境配慮指針（奈良県）」に基づき、環境負荷低減に努めて下さい。

※ 　騒音・振動・排水等は、奈良県環境保全関係条例・その他の規程に従って十分な養生及び

防止対策を講じてください。万一、第三者に損害等が生じた場合は、請負者にて処理、解決

してください。なお、これらに要する費用は、請負者の負担とします。

（４） 特定建設資材の再資源化

※ 　特定建設資材とは、建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（以下「建設リサイク

ル法」という。）に定める特定建設資材（コンクリート（鉄筋コンクリートを含む）塊、

アスファルトコンクリート塊、木材）をいいます。

※ 　本工事において発生する特定建設資材廃棄物については、建設リサイクル法、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律等関係法令を遵守し、適正に再資源化を処理をしてください。

※ 　建設リサイクル法第９条を遵守し、同法施行規則第２条に定める「分別解体等に係る施

工方法に関する基準」により適切な施工をしてください。

※ 　本工事において発生した特定建設資材廃棄物については、県内の再資源化処理施設にお

いて処理してください。（請負者の責めに帰さない理由で、これによることが出来ない場



（建築一式）

合は監督職員と協議の上、その指示によるものとします。

※ その他

① 再資源化施設の選定に当たっては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく許可

を受けた処理施設とし、許可内容・有効期限等を確認のうえ事前に監督職員の承諾を

受けて下さい。

② 自ら搬出する場合は産業廃棄物運搬車の表示板等を掲げ明示して下さい。また、運搬

を委託する場合は産業廃棄物収集運搬業の許可を受けた業者とし、事前に監督職員の

承諾を受けて下さい。

③ 産業廃棄物管理票（マニフェスト）は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律遵守し厳

正に管理してください。

④ 特定建設資材搬出の際は運搬車両の過積載防止の徹底を図ってください。

（５） 県（市）内業者・県（市）内産建設資材の活用

※ 下請契約を締結する場合には、当該契約の相手を「県（市）内に主たる営業所」を有する

ものの中から選定するよう努めてください。

※ 地場産業の活性化を図るため、建設資材・物品調達については県（市）産品の使用をより

一層努めてください。

県（市）産品とは次の①から⑤に示すものとします。

① 県（市）内の工場で製造された資材・製品

② 奈良県及び県内市町村、産業支援団体等の公的機関の補助を受けて開発された資材・

製品

③ 県（市）内企業が開発し、県（市）外の工場で製造された資材・製品

④ 二次製品において、材料が県（市）外製品であっても、県（市）内の工場等で製造・

加工されたもの（材料が県（市）内産品で、県外の工場等で製造・加工されたものは

除く）

⑤ 奈良県リサイクル認定製品

（６） 安全対策

※ 　工事期間中、付近の構築物・道路・地下埋設物等に損傷を与えないよう万全の処置を行

ってください。万一破損を生じた場合は、原形に復してください。

※ 　工事着手前に、警察、その他関係機関、地元自治会、及び監督職員等と十分打ち合わせ

のうえ、安全管理を行ってください。

・ 　住民が居住している団地内工事ですので、安全等については、十分留意してください。

・ 　学校等の施設内での工事ですので、児童・園児や保護者等、その他施設等に細心の注意

を払って施工してください。

（７） 工事用道路・車両

※ 　工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に工事関係車両の出入り

には必ず誘導員を立てて交通渋滞や市民などへの災害に留意してください。

※ 　工事関係車両タイヤ等で場内土を持ち出し、道路等を汚さないでください。また、汚し

た場合には、速やかに清掃を行ってください。

※ ダンプトラック等、過積載防止対策を行ってください。

（８）仮設

※ 　仕様書に該当項目があれば、適正に処理してください。

（９） 発生材・建設発生土の処理

※ 　仕様書に該当項目があれば、適正に処理してください。



（建築一式）

（１０） その他

○ 　コンクリート工事の施工に当たり、奈良県土木部、技第８１号（令和１９年８月１５日）

「適正なコンクリート工事実施に関わる請負業者の遵守事項」に従って施工してください。



住 第 号

御所市 地内

　契約日翌日（土日、祝日除く）から、

上記の工事（委託）の入札について、下記の条件により実施いたします。

１ 共通事項 　当該入札は、地方自治法（昭和22年法律第67号）、地方自治法施行令

（昭和22年政令第16号）、御所市契約規則（昭和39年10月20日規則第

18号）その他法令、規則などに基づき執行いたします。

2 当該入札に 予定価格 円(税込み)

関する条件 入札書比較価格 円(税抜き)

最低制限基準価格 円(税込み)

最低制限基準比較価格 円(税抜き)

％

％

％

3 入札辞退 　入札を辞退するときは、事前に辞退届の提出が必要となります。

4 入札中止 　入札手続執行途中で入札に競争性が無くなった場合は、その段階で入札手続き又は

入札を中止します。

契約時必要事項（落札者決定後、記入）契約時必要事項（落札者決定後、記入）契約時必要事項（落札者決定後、記入）契約時必要事項（落札者決定後、記入）

落札者名

　　円（うち消費税相当額　　　　　　　　円）

　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

着工（着手）日 　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

　要　　・　　不要　　 日分

要　　・　　不要　　 （請負額が500万円を上回った場合必要）

要　　・　　不要　　 （請負額が100万円を上回った場合必要）

・契約は落札日から8日以内（落札日を含む。土日祝日も含む。）に締結

その他 しなければなりません。

工事番号

工事名

本馬

入　札　条　件　書入　札　条　件　書入　札　条　件　書入　札　条　件　書

解体工事に要する費

用（別紙１）

建設業退職金共済掛

金証紙

履行期間

担当課

工事箇所

工事

令和5年2月28日令和5年2月28日令和5年2月28日令和5年2月28日

契約日

入札方法

住宅課

郵便

令和　   　年度

令和　  　 年度

（契約後、担当課へ提出）

55,121,000

御所市役所

（請負額が100万円を上回った

場合必要）

契約額

再生資源利用（促

進）計画書、及び実

施書

50,015,900

市営住宅サン緑町Ⅰ外壁等改修

各年度におけ

る支払予定額

の割合

令和  　　 年度

50,110,000

45,469,000

5

再度入札 なし

議会の議決 不要

前払金請求

請負額が300万円を上

回った場合可



特 記 仕 様 書 

 

 

１. 本工事着工後、すみやかに住民説明会資料となる仮設計画図及び工程表を作

成し、施設管理者及び監督職員に提出すること。また、市が開催する住民説

明会へ施工者代表として参加をすること。 

 

２. 住民生活に支障となるような施工については、施設管理者及び監督職員と協

議のうえ実施する時間帯等の工程調整を行うこと。 

 

３. 資材搬入時など大型車両が進入する際は、事故や渋滞を起こさないよう誘導

員を配置すること。 

 

４. 本工事は、住民が生活をする中で施工するため、騒音、振動、粉塵等の周辺

環境に影響しないよう、常にその保全に努め、防犯対策、環境対策を考慮し、

施工管理を行うこと。 

 

５. その他の協議事項については、適宜施設管理者及び監督職員と協議すること。 

 

 



工事場所

位 置 図



入札時積算数量書 

○入札時積算数量書について 

入札時積算数量書とは、発注者が入札時において積算数量として、公共建築工事内訳

書標準書式に基づき作成した種目別内訳、科目別内訳、中科目別内訳及び細目別内訳の

名称、数量及び単位を取りまとめて示す書面をいう。入札時積算数量書は、入札説明書

等の添付資料として、交付し公開するものである。 

○入札時積算数量書活用方式の適用 

① 本工事は、入札時積算数量書活用方式の対象工事である。本方式では、入札時に

おいて発注者が入札時積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数量書に記載され

た積算数量を活用して入札に参加することを通じ、工事請負契約の締結後において、

当該積算数量に疑義が生じた場合に、発注者及び受注者は、入札時積算数量書に基づ

き、積算数量に関する協議を行うことができる。なお、入札時積算数量書に記載され

た積算数量については、当該積算数量に基づく工事費内訳書の提出や契約締結後にお

ける工事の施工を求めるものではない。 

② 受注者は、入札時積算数量書に記載された積算数量に疑義が生じた場合は、直ち

に協議を求めるものとする。ただし、当該疑義に係る積算数量の部分の工事が完了し

た場合、協議を求めることができないものとする。 

③ 受注者からの請求による①の協議は、入札時積算数量書における当該疑義に係る

積算数量と、これに対応する工事費内訳書における当該数量とが同一であると確認で

きた場合にのみ行うことができるものとする。 

④ ①の協議（発注者が請求する場合も含む。）は、入札時積算数量書に基づき行うも

のとする。ただし、入札時積算数量書の細目別内訳において数量を一式としている細

目（設計図書において施工条件が明示された項目を除く。）を除く。 

⑤ ①の協議の結果、入札時積算数量書に記載された積算数量に訂正が必要となった

場合は、契約書、設計図書及び数量基準に定めるところによるものとする。 



市営住宅サン緑町Ⅰ外壁等改修工事

金 円

（工事価格　 金 円）

（種目別内訳）

名　　　　　称 摘　　　要 数　量
単
位

備　　　考

直接工事費

共通費

総合計（工事費）

合計（工事価格）

消費税等相当額 1 式

共通費計

　Ⅱ　現場管理費 1 式

　Ⅲ　一般管理費等 1 式

　Ⅰ　共通仮設費 1 式

  Ⅵ　発生材処分費 1 式

直接工事費計

  Ⅴ　その他工事 1 式

　Ⅱ　電気設備工事 1 式

　Ⅲ　機械設備工事 1 式

　Ⅰ　建築工事 1 式

金　　　額



直接工事費　科目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 1.00 式

小　　計

№

A　補助対象工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　1



直接工事費　科目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 1.00 式

B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 1.00 式

B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 1.00 式

小　　計

№

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事

　2



直接工事費　中科目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-1　直接仮設工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

A-1-2　防水改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

A-1-3　外壁改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

A-1-4　塗装改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

A-1-5　その他工事 1.00 式 Ⅴその他工事

A-1-6　電気設備改修工事 1.00 式 Ⅱ電気設備工事

A-1-7　機械設備改修工事 1.00 式 Ⅲ機械設備工事

A-1-8　撤去材：処分費 1.00 式 Ⅵ発生材処分費

小　　計

№

A-1　住戸棟　改修工事

科　　目　　名　　称 中　　科　　目　　名　　称

A　補助対象工事

　3



直接工事費　中科目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1　住戸棟　改修工事 B-1-1　直接仮設工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-1-2　防水改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-1-3　塗装改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-1-4　その他工事 1.00 式 Ⅴその他工事

B-1-5　電気設備改修工事 1.00 式 Ⅱ電気設備工事

B-1-6　撤去材：処分費 1.00 式 Ⅵ発生材処分費

小　　計

№

B-1　住戸棟　改修工事B　補助対象外工事

科　　目　　名　　称 中　　科　　目　　名　　称

　4



直接工事費　中科目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-1　直接仮設工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-2-2　防水改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-2-3　外壁改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-2-4　塗装改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-2-5　その他工事 1.00 式 Ⅴその他工事

B-2-6　撤去材：処分費 1.00 式 Ⅵ発生材処分費

小　　計

№

B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事

科　　目　　名　　称 中　　科　　目　　名　　称

B　補助対象外工事

　5



直接工事費　中科目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-1　直接仮設工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-3-2　外壁改修工事 1.00 式 Ⅰ建築工事

B-3-3　その他工事 1.00 式 Ⅴその他工事

B-3-4　撤去材：処分費 1.00 式 Ⅵ発生材処分費

小　　計

№

B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事

科　　目　　名　　称 中　　科　　目　　名　　称

B　補助対象外工事

　6



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-1　直接仮設工事
住戸棟
くさび緊結式足場（手すり先行方式） 建地幅900mm　高20m未満　存置6ヶ月 1,355.00 m2

安全手すり・足場板・階段共
住戸棟
ﾒｯｼｭｼｰﾄ 存置6ヶ月 1,243.00 m2
住戸棟
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（足場廻り） H=1.8m　柱脚固定具共 91.50 m
住戸棟
ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 調節長　1,718～3,080mm 6.00 本

住戸棟
墨出し 延べ面積 950.00 m2
住戸棟
養生 延べ面積 950.00 m2
住戸棟
片付け・清掃 延べ面積 950.00 m2

住戸棟
脚立足場 階高4.0m以下 144.00 m2
住戸棟
階段仕上足場 存置3ヶ月 14.70 m2

既設ﾒｯｭﾌｪﾝｽ　脱着 H1,200 12.00 m

小　　計

№

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-1　直接仮設工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A　補助対象工事

　7



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

2階：屋上（ｽﾛｰﾌﾟ屋根）

ｹﾚﾝ清掃：既設屋根ｽﾗﾌﾞ 18.10 m2
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：平面（屋根形状）　W2,500 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 12.90 m2
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H200 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 7.10 m
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H450 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 3.30 m
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H1,000 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 2.30 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：平面（屋根形状）　W2,500 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 12.90 m2
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H200 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 7.10 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H450 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 3.30 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H1,000 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 2.30 m

改修用横引きﾄﾞﾚﾝ 60φ　ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共 2.00 ヶ所

改修用縦引きﾄﾞﾚﾝ 60φ　ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共 2.00 ヶ所

既設ｱﾙﾐ製笠木　脱着 W175 3.30 m

既設ｱﾙﾐ製笠木　脱着 W250 2.60 m

№

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-2　防水改修工事A　補助対象工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　8



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

2階：屋上（ｽﾛｰﾌﾟ屋根）

防水押え金物 ｱﾙﾐ製　L-30×15×2.0　程度 13.10 m

ｼｰﾘﾝｸﾞ：防水押え金物 13.10 m

既設ﾄﾞﾚﾝ撤去跡　ﾓﾙﾀﾙ補修 2.00 ヶ所

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-2　防水改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　9



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

4階：屋上

ｹﾚﾝ清掃：既設屋根ｽﾗﾌﾞ 47.80 m2
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：平面 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 32.00 m2
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H250 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 13.20 m
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H350 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 17.70 m
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H500 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 2.10 m
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H620 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 3.60 m
水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材

仮防水：立上り　H1,120 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ　又は同等品】 2.70 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：平面 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 32.00 m2
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H250 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 13.20 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H350 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 17.70 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H500 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 2.10 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H620 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 3.60 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：立上り　H1,120 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 2.70 m

№

A　補助対象工事 A-1-2　防水改修工事A-1　住戸棟　改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　10



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

4階：屋上

改修用横引きﾄﾞﾚﾝ 60φ　ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共 1.00 ヶ所

既設ｱﾙﾐ製笠木　脱着 W175 17.70 m

既設ｱﾙﾐ製水切　脱着 H100 11.90 m

防水押え金物 ｱﾙﾐ製　L-30×15×2.0　程度 1.40 m

ｼｰﾘﾝｸﾞ：ｱﾙﾐ製水切・防水押え金物 13.20 m

既設ﾄﾞﾚﾝ撤去跡　ﾓﾙﾀﾙ補修 1.00 ヶ所

№

A　補助対象工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-2　防水改修工事

　11



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

1～4階：ﾊﾞﾙｺﾆｰ（南面）

高圧洗浄 180.00 m2

下地調整：平面 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 132.00 m2

下地調整：幅木　H100 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 72.60 m

下地調整：幅木　H200 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 66.00 m

下地調整：手摺笠木　W400 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 49.70 m

下地調整：沓摺　W200 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 41.60 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：平面 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 132.00 m2
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：幅木　H100 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 72.60 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：幅木　H200 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 66.00 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：手摺笠木　W400 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 49.70 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：沓摺　W200 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 41.60 m

№

A-1-2　防水改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A-1　住戸棟　改修工事A　補助対象工事

　12



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

1～4階：ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ（北面）

高圧洗浄 93.00 m2

下地調整：平面 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 22.30 m2

下地調整：幅木　H100 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 51.70 m

下地調整：手摺笠木　W400 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 60.30 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：平面 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 22.30 m2
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：幅木　H100 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 51.70 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：手摺笠木　W400 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 60.30 m

階段：踊場

高圧洗浄 8.90 m2

下地調整：手摺笠木　W600 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 14.90 m
X-2　保護塗料：ｼﾘｺﾝ系

塗膜防水：手摺笠木　W600 【田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ：ｵﾙﾀｯｸｴｰｽ　又は同等品】 14.90 m

屋根・庇

漆喰塗 178.00 m

№

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-2　防水改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A　補助対象工事

　13



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

ｼｰﾘﾝｸﾞ

外壁目地 PU-2　20×10 856.00 m

庇　瓦際 MS-2　30×10 52.20 m

屋根（階段）　金物際 MS-2　30×10 4.60 m

ｱﾙﾐ製手摺　H1,100　支柱廻り MS-2　10×10 26.10 m

ｱﾙﾐ製手摺　H150　支柱廻り MS-2　10×10 16.00 m

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手摺廻り MS-2　10×10 109.00 m

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手摺　支柱廻り MS-2　10×10 10.60 m

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ廻り MS-2　15×10 451.00 m

鋼製建具廻り MS-2　15×10 141.00 m

既設ｱﾙﾐ製面格子　脱着：AW-3 W1,730×H1,300 4.00 ヶ所

既設ｱﾙﾐ製面格子　脱着：AW-4 W1,730×H1,100 1.00 ヶ所

既設ｱﾙﾐ製面格子　脱着：AW-5 W430×H700 3.00 ヶ所

既設ｱﾙﾐ製面格子　脱着：AM-1 W3,750×H1,000 8.00 ヶ所

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-2　防水改修工事

　14



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-2　防水改修工事

法定福利費 塗膜防水 1.00 式

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-2　防水改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　15



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-3　外壁改修工事

施工数量調査：外壁（凸凹模様） 報告書作成共 285.00 m2

施工数量調査：梁（凸凹模様） 報告書作成共 80.70 m2

施工数量調査：外壁・梁（その他） 報告書作成共 1,401.00 m2

施工数量調査：幅木 報告書作成共 28.10 m2

施工数量調査：軒裏・ｽﾗﾌﾞ裏 報告書作成共 430.00 m2

水洗い工法：外壁（凸凹模様） 水洗い・清掃 285.00 m2

水洗い工法：梁（凸凹模様） 水洗い・清掃 80.70 m2

水洗い工法：外壁・梁（その他） 水洗い・清掃 1,401.00 m2

水洗い工法：幅木 水洗い・清掃 28.10 m2

水洗い工法：軒裏・ｽﾗﾌﾞ裏 水洗い・清掃 430.00 m2

水洗い工法：天井（ｹｲｶﾙ板） 水洗い・清掃 67.10 m2

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-3　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　16



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-3　外壁改修工事
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：外壁（凸凹模様） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 285.00 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：梁（凸凹模様） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 80.70 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：外壁・梁（その他） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 1,401.00 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：幅木 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 28.10 m2
低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗： ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
軒裏・ｽﾗﾌﾞ裏 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝ水性ｽｰﾊﾟｰｶﾗｰSi　又は同等品】 430.00 m2
低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗： ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
天井（ｹｲｶﾙ板） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝ水性ｽｰﾊﾟｰｶﾗｰSi　又は同等品】 67.10 m2

外壁用塗膜防水：ﾌﾟﾗｲﾏｰ ｼｰﾘﾝｸﾞ部 1,531.00 m

外壁用塗膜防水：ﾌﾟﾗｲﾏｰ 欠損部（0.10m2=1ヶ所で計上） 1.00 ヶ所

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-3　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　17



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-3　外壁改修工事
0.2mm以上0.5mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共

下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 25.30 m
0.5mm以上2.0mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共

下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 44.80 m
充填工法（ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）  

欠損補修 100×100　 欠損深さ30㎜想定 6.00 ヶ所

法定福利費 外壁用塗膜防水 1.00 式

既設掲示板　脱着 W1,800×H900 1.00 ヶ所

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-3　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　18



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-4　塗装改修工事

階段
下地調整（RB種）共

DP塗：ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手摺 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 29.90 m2

※手摺部材：H-100×100×6×8

建具
下地調整（RB種）共

DP塗：ｱﾙﾐ製面格子 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 126.00 m2
下地調整（RB種）共

DP塗：鋼製建具（枠共） 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 107.00 m2

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-4　塗装改修工事

　19



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-4　塗装改修工事

屋根・庇
下地調整（RB種）共

ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：広小舞 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 23.40 m2

※広小舞：24×90
下地調整（RB種）共

ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：淀 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 17.70 m2

※淀：30×100
下地調整（RB種）共

ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：品板 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 42.70 m2

※品板：35×90

下地調整（RB種）共
DP塗：縦樋　75φ（飾り桝共） 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 45.30 m2

下地調整（RB種）共
DP塗：排水管　50φ（浴室） 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 0.80 m2

下地調整（RB種）共
DP塗：屋上点検ﾃﾞｯｷ 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 18.50 m2

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-4　塗装改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　20



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-5　その他工事
別紙明細

撤去工事 積込み費・運搬費共 1.00 式 建-1  

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　21



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-6　電気設備改修工事
別紙明細

テレビ共同受信設備 1.00 式 電-1  

小　　計

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-6　電気設備改修工事

　22



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-7　機械設備改修工事
別紙明細

換気設備 1.00 式 機-1  
別紙明細

空調設備 1.00 式 機-2  
別紙明細

撤去工事 換気設備・空調設備 1.00 式 機-3  

小　　計

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-7　機械設備改修工事

　23



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

A-1-8　撤去材：処分費

建築

撤去材：処分費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.40 m3

撤去材：処分費 金属類 0.10 m3

撤去材：処分費 漆喰類 0.10 m3

撤去材：処分費 枝葉類 11.90 m3

撤去材：処分費 幹類 0.20 m3

撤去材：処分費 根類 4.00 m3

機械設備

撤去材：処分費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.10 m3

撤去材：処分費 金属類 0.30 m3

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-8　撤去材：処分費

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　24



直接工事費　別紙明細　建-1  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事

2階：屋上（ｽﾛｰﾌﾟ屋根）

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 平面（屋根形状）　W2,500 12.90 m2

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H200 7.10 m

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H450 3.30 m

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H1,000 2.30 m

既設防水押え金物　撤去 ｱﾙﾐ製　L-30×15×2.0　程度 13.10 m

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去 防水押え金物 13.10 m

既設ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　撤去 鋳鉄製　75φ　縦引き 2.00 ヶ所

4階：屋上

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 平面 32.00 m2

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H250 13.20 m

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H350 17.70 m

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H500 2.10 m

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H620 3.60 m

既設ｼｰﾄ防水t-1.2　撤去 立上り　H1,120 2.70 m

№

名　　　　　称 内　　　　　容

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

　25



直接工事費　別紙明細　建-1  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事

4階：屋上

既設防水押え金物　撤去 ｱﾙﾐ製　L-30×15×2.0　程度 1.40 m

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去 ｱﾙﾐ製水切・防水押え金物 13.20 m

既設ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　撤去 鋳鉄製　75φ　横引き 1.00 ヶ所

屋根・庇

既設漆喰塗　撤去 178.00 m

№

名　　　　　称 内　　　　　容

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

　26



直接工事費　別紙明細　建-1  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去

外壁目地 PU-2　20×10 856.00 m

庇　瓦際 MS-2　30×10 52.20 m

屋根（階段）　金物際 MS-2　30×10 4.60 m

ｱﾙﾐ製手摺　H1,100　支柱廻り MS-2　10×10 26.10 m

ｱﾙﾐ製手摺　H150　支柱廻り MS-2　10×10 16.00 m

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手摺廻り MS-2　10×10 109.00 m

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手摺　支柱廻り MS-2　10×10 10.60 m

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ廻り MS-2　15×10 451.00 m

鋼製建具廻り MS-2　15×10 141.00 m

別紙明細
植栽　撤去 1.00 式 建-2  

別紙明細
撤去材：積込み費 1.00 式 建-3  

別紙明細
撤去材：運搬費 1.00 式 建-4  

小　　計

№

A　補助対象工事

名　　　　　称 内　　　　　容

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

　27



直接工事費　別紙明細　建-2  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

植栽　撤去

植栽①②③④⑦⑬ 伐採（抜根共） 1.00 式

植栽⑤ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑥ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑧ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑨ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑩ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑪ 伐採 1.00 本

植栽⑫ 伐採 1.00 本

植栽⑮ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑯ 伐採 1.00 本

小　　計

№

A　補助対象工事

名　　　　　称 内　　　　　容

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

　28



直接工事費　別紙明細　建-3  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：積込み費

撤去材：積込み費 ｺﾝｸﾘｰﾄ類　人力 0.20 m3

撤去材：積込み費 ﾎﾞｰﾄﾞ・木材類　人力 16.50 m3

小　　計

№

A　補助対象工事

名　　　　　称 内　　　　　容

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

　29



直接工事費　別紙明細　建-4  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：運搬費
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　DID区間無し　5.0km以下 0.40 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 金属類　DID区間無し　5.0km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 漆喰類　DID区間無し　16.0km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 枝葉類　DID区間無し　8.5km以下 11.90 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 幹類　DID区間無し　8.5km以下 0.20 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 根類　DID区間無し　8.5km以下 4.00 m3

小　　計

№

A　補助対象工事

名　　　　　称 内　　　　　容

A-1　住戸棟　改修工事 A-1-5　その他工事

　30



直接工事費　別紙明細　電-1  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

テレビ共同受信設備

BSアンテナ (一時取外し再取付) 3.00 箇所

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-6　電気設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　31



直接工事費　別紙明細　機-1  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

換気設備

給気用ガラリ　 100φSUS製 12.00 個

排気用ガラリ　 150φSUS製 12.00 個

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-7　機械設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　32



直接工事費　別紙明細　機-2  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

空調設備

クーラースリーブキャップ　 100φSUS製 64.00 個
一時取外し再取付

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ　 室外機　2.5kw以下　仮設　 13.00 台

保温付冷媒被覆銅管　 6.5/9.4　ペア　仮設 65.00 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP25　仮設 65.00 ｍ

ケーブル EM-EEF2.0mm-3C　コロガシ　仮設 65.00 ｍ
一時取外し再取付

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ　 室外機　2.5kw以下 13.00 台

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-7　機械設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　機-3  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事 換気設備・空調設備

換気設備

給気用ガラリ　 100φ鋼板製 12.00 個

排気用ガラリ　 150φ鋼板製 12.00 個

空調設備

クーラースリーブキャップ　 100φ鋼板製 64.00 個

保温付冷媒被覆銅管　 6.5/9.4　ペア 65.00 ｍ

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP25 65.00 ｍ

ケーブル EM-EEF2.0mm-3C　コロガシ 65.00 ｍ

別紙明細
撤去材：積込み費 1.00 式 機-4  

別紙明細
撤去材：運搬費 1.00 式 機-5  

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-7　機械設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　機-4  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：積込み費

撤去材：積込み費 ｺﾝｸﾘｰﾄ類　人力 0.30 m3

撤去材：積込み費 ﾎﾞｰﾄﾞ・木材類　人力 0.10 m3

小　　計 0

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-7　機械設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　35



直接工事費　別紙明細　機-5  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：運搬費
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　DID区間無し　5.0km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 金属類　DID区間無し　5.0km以下 0.30 m3

小　　計

№

A　補助対象工事 A-1　住戸棟　改修工事 A-1-7　機械設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　36



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-1　直接仮設工事

脚立足場：外灯 階高4.0m以下 3.00 m2

脚立足場：ﾊﾟｰｺﾞﾗ 階高4.0m以下 28.00 m2

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-1　直接仮設工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-2　防水改修工事

屋根・庇
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋 別紙明細

軒樋 【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｻｰﾌｪｽｹｱ　FS-Ⅱ型　又は同等品】 1.00 式 建-5  

小　　計 0

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-2　防水改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　38



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-3　塗装改修工事
下地調整（RB種）共

DP塗：外灯（3ヶ所） 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 3.80 m2

※鉄ﾎﾟｰﾙ：130φ　L1,600　+　100φ　L2,000　=　L3,600

階段

下地調整（研磨）：床　平面 39.10 m2

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：ｻｻﾗ幅木　H100 ひび割れ補修共 51.70 m

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：ｻｻﾗ幅木　H400 ひび割れ補修共 1.20 m

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：蹴上げ　H150 ひび割れ補修共 81.00 m

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：蹴上げ　H200 ひび割れ補修共 2.30 m
厚膜型弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系　防滑工法

合成樹脂塗系床材：床　平面 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟDL　SN工法　又は同等品】 39.10 m2
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：ｻｻﾗ幅木　H100 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 51.70 m
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：ｻｻﾗ幅木　H400 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 1.20 m
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：蹴上げ　H150 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 81.00 m
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：蹴上げ　H200 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 2.30 m

床排水目皿 φ65　SUS製 1.00 ヶ所

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-3　塗装改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　39



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-3　塗装改修工事

開放廊下

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：幅木　H150 ひび割れ補修共 34.40 m

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：手摺笠木　W400 ひび割れ補修共 49.30 m
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：幅木　H150 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 34.40 m
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：手摺笠木　W400 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 49.30 m

既設床幅調整材　脱着 W150 96.80 m

1～4階：ﾊﾞﾙｺﾆｰ（南面）
下地調整（RB種）共

ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗：隔て板 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：Hiﾋﾞﾆﾌﾚｯｼｭｾﾗ　又は同等品】 29.80 m2
W260×H100

避難ｼｰﾙ張り：隔て板 【神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｲﾄ：SK-8・11　又は同等品】 16.00 枚

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-3　塗装改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　40



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-4　その他工事
別紙明細

撤去工事 積込み費・運搬費共 1.00 式 建-6  

別紙明細
美装工事 1.00 式 建-11  

砂利敷き t-30 144.00 m2

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-4　その他工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　41



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-5　電気設備改修工事
別紙明細

電灯設備 1.00 式 電-2  
別紙明細

撤去工事 電灯設備 1.00 式 電-3  

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-5　電気設備改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　42



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-1-6　撤去材：処分費

建築

撤去材：処分費 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類 1.50 m3

撤去材：処分費 木類 1.00 m3

撤去材：処分費 金属類 0.10 m3

撤去材：処分費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 1.60 m3

電気設備

撤去材：処分費 金属類 0.10 m3

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-6　撤去材：処分費

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　43



直接工事費　別紙明細　建-5  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

軒樋
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋
【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｻｰﾌｪｽｹｱ　FS-Ⅱ型　又は同等品】

L=4,000
軒とい MQS6140 19.00 本

正面打・15mm出・4寸勾配
吊具 MQS99434PB 99.00 個

切断治具1個同梱
軒継手 MQS66441 11.00 個

左右一組
止まり MQS6645 8.00 組

内ﾊﾟｯﾁﾝ2個同梱
外曲り MQS6447 2.00 個

内ﾊﾟｯﾁﾝ2個同梱
内曲り MQS6446 2.00 個

ｽﾗｲﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰ同梱
F型集水器 MQS63421 13.00 個

L=4,000
たてとい KA2344C 6.00 本

90°ｴﾙﾎﾞDL KA2540C 26.00 個
150g入、高粘度

接着剤 KQ8815 10.00 本

軒樋　取付費 塩ﾋﾞ製 65.90 m

縦樋　取付費 塩ﾋﾞ製 19.50 m

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-2　防水改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　44



直接工事費　別紙明細　建-6  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事

ﾊﾟｰｺﾞﾗ　撤去 埋戻し共 1.00 式

ﾍﾞﾝﾁ（2ヶ所）　撤去 埋戻し共 1.00 式

屋根・庇

既設軒樋　撤去 鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋 65.90 m

既設縦樋　撤去 VP　75φ 19.50 m

別紙明細
撤去材：積込み費 1.00 式 建-9  

別紙明細
撤去材：運搬費 1.00 式 建-10  

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-4　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-9  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：積込み費

撤去材：積込み費 ｺﾝｸﾘｰﾄ類　人力 1.60 m3

撤去材：積込み費 ﾎﾞｰﾄﾞ・木材類　人力 2.60 m3

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-4　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　46



直接工事費　別紙明細　建-10  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：運搬費
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類　DID区間無し　5.0km以下 1.50 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 木類　DID区間無し　5.0km以下 1.00 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 金属類　DID区間無し　5.0km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　DID区間無し　5.0km以下 1.60 m3

小　　計

№

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-4　その他工事

　47



直接工事費　別紙明細　建-11  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

美装工事

1～4階：ﾊﾞﾙｺﾆｰ（南面）　2～4階：開放廊下

洗い掛け：ｱﾙﾐ製手摺　H1,100 L86.80m 128.00 m2

※上下桟：□-60.6×45　支柱：54×54　格子：□-20×26　@120

1～4階：ﾊﾞﾙｺﾆｰ（南面）　4階：開放廊下

洗い掛け：ｱﾙﾐ製手摺　H150 L71.95m 17.60 m2

※上桟：□-60.6×45　支柱：54×54

1～4階：ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ（北面）

洗い掛け：SUS製手摺　H300 L60.28m 8.50 m2

※手摺：φ34×3　手摺子：φ27.2×2　@900

1階：ｽﾛｰﾌﾟ

洗い掛け：SUS製手摺　H900 L9.37m 1.70 m2

※手摺：φ38×1.2　手摺子：φ27.2×2　@450　ﾌﾞﾗｹｯﾄ・手ｽﾘ子　@900

階段

洗い掛け：SUS製手摺 L62.64m 7.50 m2

※手摺：φ38×1.2

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-4　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-11  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

美装工事

1～4階：開放廊下

洗い掛け：SUS製階数表示板 W110×H220　t-3.0　4文字 1.00 m2

屋上

洗い掛け：SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ　W400 L2.96m 0.90 m2

※手摺：φ34×3　段：φ27.2×2　@250　控え：φ27.2×2　@900

屋外
W150×H150　4文字

洗い掛け：SUS製館銘板 W200×H200　4文字 2.00 m2

洗い掛け：SUS製団地案内板 W916×H2,000×D60 4.00 m2

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-4　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　49



直接工事費　別紙明細　電-2  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

電灯設備

照明器具 a21 3.00 個

照明器具 b30 5.00 個

ケーブル EM-EEF1.6-3C 4.00 m

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-5　電気設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　50



直接工事費　別紙明細　電-3  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事 電灯設備

照明器具 FL20W×1灯相当 3.00 個

照明器具 ハロゲン30W×1灯相当 5.00 個

撤去材：積込み費 1.00 式

撤去材：運搬費 1.00 式

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-1　住戸棟　改修工事 B-1-5　電気設備改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容

　51



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-1　直接仮設工事
自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
くさび緊結式足場（手すり先行方式） 建地幅600mm　高10m未満　存置3ヶ月 111.00 m2

安全手すり・足場板・階段共
自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
ﾒｯｼｭｼｰﾄ 存置3ヶ月 111.00 m2
自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（足場廻り） H=1.8m　柱脚固定具共 37.20 m

自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
墨出し 延べ面積 42.00 m2
自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
養生 延べ面積 42.00 m2
自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
片付け・清掃 延べ面積 42.00 m2

自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟
脚立足場 階高4.0m以下 36.00 m2

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-1　直接仮設工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　52



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-2　防水改修工事

ｼｰﾘﾝｸﾞ

屋根　金物際 MS-2　15×10 3.40 m

鋼製建具廻り MS-2　15×10 5.10 m

屋根
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋 別紙明細

軒樋：自転車置場 【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｻｰﾌｪｽｹｱ　FS-Ⅱ型　又は同等品】 1.00 式 建-12  
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋　前高130 別紙明細

軒樋：ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｴｱﾛｱｲｱﾝ　前高130WIDE　又は同等品】 1.00 式 建-13  

漆喰塗 4.60 m

小　　計 0

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-2　防水改修工事
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-3　外壁改修工事

施工数量調査：外壁（凸凹模様） 報告書作成共 37.40 m2

施工数量調査：外壁・梁（その他） 報告書作成共 132.00 m2

施工数量調査：軒裏・ｽﾗﾌﾞ裏 報告書作成共 43.60 m2

水洗い工法：外壁（凸凹模様） 水洗い・清掃 37.40 m2

水洗い工法：外壁・梁（その他） 水洗い・清掃 132.00 m2

水洗い工法：軒裏・ｽﾗﾌﾞ裏 水洗い・清掃 43.60 m2

水洗い工法：軒裏（ｹｲｶﾙ板） 水洗い・清掃 3.90 m2

外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：外壁（凸凹模様） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 37.40 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：外壁・梁（その他） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 132.00 m2
低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗： ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
軒裏・ｽﾗﾌﾞ裏 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝ水性ｽｰﾊﾟｰｶﾗｰSi　又は同等品】 43.60 m2
低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗： ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
軒裏（ｹｲｶﾙ板） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝ水性ｽｰﾊﾟｰｶﾗｰSi　又は同等品】 3.90 m2

№

B-2-3　外壁改修工事B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

B　補助対象外工事

　54



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-3　外壁改修工事

外壁用塗膜防水：ﾌﾟﾗｲﾏｰ ｼｰﾘﾝｸﾞ部 8.50 m

外壁用塗膜防水：ﾌﾟﾗｲﾏｰ 欠損部（0.10m2=1ヶ所で計上） 1.00 ヶ所

外壁用塗膜防水：ﾌﾟﾗｲﾏｰ 欠損部（1.50m2=1ヶ所で計上） 1.00 ヶ所

0.2mm以上0.5mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 13.00 m

0.5mm以上2.0mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 5.60 m

充填工法（ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）
欠損補修 100×300　欠損深さ30㎜想定 2.00 ヶ所

法定福利費 外壁用塗膜防水 1.00 式 ※住戸棟で計上

既設消火器BOX　脱着 1.00 ヶ所

既設看板　脱着 W400×H400 1.00 ヶ所

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-3　外壁改修工事

内　　　　　　容名　　　　　　称
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-4　塗装改修工事

屋根
ﾀｰﾍﾟﾝ可溶1液反応硬化形4ﾌｯ化ﾌｯ素樹脂系塗： 高圧水洗共
ｶﾗｰｽﾚｰﾄ大波 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝ4ﾙｰﾌ　又は同等品】 15.30 m2

下地調整（RB種）共
ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：破風板 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 4.10 m2

※破風板：押出成形ｾﾒﾝﾄ板
下地調整（RB種）共

ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：広小舞 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 5.20 m2

※広小舞：24×90
下地調整（RB種）共

ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：淀 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 4.90 m2

※淀：30×100
下地調整（RB種）共

ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗：品板 【日本ﾍﾟｲﾝﾄ：1液ﾌｧｲﾝｳﾚﾀﾝU100　又は同等品】 10.40 m2

※品板：35×90

下地調整（RB種）共
DP塗：縦樋　65φ 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 4.30 m2

建具
下地調整（RB種）共

DP塗：鋼製建具（枠共） 【ｴｽｹｰ化研：ｸﾘｰﾝﾏｲﾙﾄﾞﾌｯｿST　又は同等品】 5.30 m2

№

B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-4　塗装改修工事

名　　　　　　称

B　補助対象外工事

内　　　　　　容
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-4　塗装改修工事

幅木

下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）：幅木　H120 ひび割れ補修共 19.80 m
薄膜型ｳﾚﾀﾝ樹脂系　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法

合成樹脂塗系床材：幅木　H120 【ABC商会：ｶﾗｰﾄｯﾌﾟU　ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法　又は同等品】 19.80 m

小　　計

№

内　　　　　　容

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-4　塗装改修工事

名　　　　　　称
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-5　その他工事
別紙明細

撤去工事 積込み費・運搬費共 1.00 式 建-14  

別紙明細
美装工事 1.00 式 建-18  

砂利敷き t-30 7.00 m2

小　　計

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-5　その他工事
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-2-6　撤去材：処分費

撤去材：処分費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.50 m3

撤去材：処分費 漆喰類 0.10 m3

撤去材：処分費 枝葉類 1.40 m3

撤去材：処分費 幹類 0.10 m3

撤去材：処分費 根類 0.10 m3

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-6　撤去材：処分費

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-12  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

軒樋：自転車置場
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋
【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｻｰﾌｪｽｹｱ　FS-Ⅱ型　又は同等品】

L=4,000
軒とい MQS6140 4.00 本

正面打・15mm出・4寸勾配
吊具 MQS99434PB 16.00 個

切断具1個同梱
二重ﾊﾟｯｷﾝ軒継手 MQS66441 2.00 個

左右一組
止まり MQS6645 2.00 組

自在ﾄﾞﾚﾝ KA32920 4.00 個
L=4,000

たてとい KA2334C 1.00 本

90°ｴﾙﾎﾞDL KA2530C 8.00 個
150g入、高粘度

接着剤 KQ8815 2.00 本

軒樋　取付費 塩ﾋﾞ製 13.60 m

縦樋　取付費 塩ﾋﾞ製 6.00 m

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-2　防水改修工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-13  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

軒樋：ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋　前高130
【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ：ｴｱﾛｱｲｱﾝ　前高130WIDE　又は同等品】

L=4,000
軒とい KKW6030LT 2.00 本

ｽﾚｰﾄ用
吊金具 KKW233S 14.00 個

左右一組
止まり KKW67351 2.00 組

自在ﾄﾞﾚﾝ KA32920 2.00 個
L=4,000

たてとい KA2334C 1.00 本

90°ｴﾙﾎﾞDL KA2530C 4.00 個
150g入、高粘度

接着剤 KQ8815 2.00 本

軒樋　取付費 塩ﾋﾞ製 6.10 m

縦樋　取付費 塩ﾋﾞ製 3.00 m

小　　計

№

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-2　防水改修工事

　61



直接工事費　別紙明細　建-14  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去

屋根　金物際 MS-2　15×10 3.40 m

鋼製建具廻り MS-2　15×10 5.10 m

屋根

既設軒樋　撤去：自転車置場 鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋 13.60 m

既設軒樋　撤去：ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋 6.10 m

既設縦樋　撤去：自転車置場 VP　65φ 6.00 m

既設縦樋　撤去：ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫 VP　65φ 3.00 m

既設漆喰塗　撤去 4.60 m

別紙明細
植栽　撤去 1.00 式 建-15  

別紙明細
撤去材：積込み費 1.00 式 建-16  

別紙明細
撤去材：運搬費 1.00 式 建-17  

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-5　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-15  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

植栽　撤去

植栽⑰ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽⑱ 伐採 1.00 本

植栽⑲ 伐採（抜根共） 6.00 本

植栽⑳ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽㉔ 伐採（抜根共） 2.00 本

植栽㉕ 伐採（抜根共） 2.00 本

小　　計

№

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-5　その他工事
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直接工事費　別紙明細　建-16  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：積込み費

撤去材：積込み費 ｺﾝｸﾘｰﾄ類　人力 0.10 m3

撤去材：積込み費 ﾎﾞｰﾄﾞ・木材類　人力 2.10 m3

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-5　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-17  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：運搬費
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　DID区間無し　5.0km以下 0.50 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 漆喰類　DID区間無し　16.0km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 枝葉類　DID区間無し　8.5km以下 1.40 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 幹類　DID区間無し　8.5km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 根類　DID区間無し　8.5km以下 0.10 m3

小　　計

№

B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-5　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事
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直接工事費　別紙明細　建-18  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

美装工事

洗い掛け：SUS製ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ L11.58m 2.30 m2

※ｽﾄｯﾊﾟｰ：42.7φ×3　手摺子：34.3φ×3　@900

小　　計

№

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事 B-2　自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　改修工事 B-2-5　その他工事
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-1　直接仮設工事
ｺﾝｸﾘｰﾄ塀
墨出し 1.00 式 ※住戸棟で計上
ｺﾝｸﾘｰﾄ塀
養生 1.00 式 ※住戸棟で計上
ｺﾝｸﾘｰﾄ塀
片付け・清掃 1.00 式 ※住戸棟で計上

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-1　直接仮設工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-2　外壁改修工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀①

施工数量調査：腰壁（凸凹模様） 報告書作成共 26.90 m2

施工数量調査：壁（その他） 報告書作成共 25.30 m2

施工数量調査：幅木 報告書作成共 7.80 m2

水洗い工法：腰壁（凸凹模様） 水洗い・清掃 26.90 m2

水洗い工法：壁（その他） 水洗い・清掃 25.30 m2

水洗い工法：幅木 水洗い・清掃 7.80 m2

外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：腰壁（凸凹模様） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 26.90 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：壁（その他） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 25.30 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：幅木 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 7.80 m2

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-2　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容

　68



直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-2　外壁改修工事
尺冠瓦葺き

棟瓦（地瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 8.00 ヶ所
尺冠瓦葺き

棟瓦（曲り瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 1.00 ヶ所
尺冠瓦葺き

棟瓦（止め瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 1.00 ヶ所

0.2mm以上0.5mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 11.00 m

0.5mm以上2.0mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 8.00 m

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-2　外壁改修工事
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-2　外壁改修工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀②

施工数量調査：腰壁（凸凹模様） 報告書作成共 21.60 m2

施工数量調査：壁（その他） 報告書作成共 20.40 m2

施工数量調査：幅木 報告書作成共 6.10 m2

水洗い工法：腰壁（凸凹模様） 水洗い・清掃 21.60 m2

水洗い工法：壁（その他） 水洗い・清掃 20.40 m2

水洗い工法：幅木 水洗い・清掃 6.10 m2

外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：腰壁（凸凹模様） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 21.60 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：壁（その他） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 20.40 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：幅木 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 6.10 m2

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-2　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-2　外壁改修工事
尺冠瓦葺き

棟瓦（地瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 11.00 ヶ所
尺冠瓦葺き

棟瓦（止め瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 1.00 ヶ所

0.2mm以上0.5mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 0.90 m

0.5mm以上2.0mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 10.60 m

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-2　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-2　外壁改修工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀③

施工数量調査：腰壁（凸凹模様） 報告書作成共 26.00 m2

施工数量調査：壁（その他） 報告書作成共 24.40 m2

施工数量調査：幅木 報告書作成共 6.50 m2

水洗い工法：腰壁（凸凹模様） 水洗い・清掃 26.00 m2

水洗い工法：壁（その他） 水洗い・清掃 24.40 m2

水洗い工法：幅木 水洗い・清掃 6.50 m2

外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：腰壁（凸凹模様） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 26.00 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：壁（その他） 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 24.40 m2
外壁用仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

外壁用塗膜防水：幅木 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　NEO工法　又は同等品】 6.50 m2

外壁用塗膜防水：ﾌﾟﾗｲﾏｰ ｼｰﾘﾝｸﾞ部 3.20 m

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-2　外壁改修工事
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-2　外壁改修工事
尺冠瓦葺き

棟瓦（地瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 11.00 ヶ所
尺冠瓦葺き

棟瓦（両桟瓦）　新設 丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦 1.00 ヶ所

0.2mm以上0.5mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 2.90 m

0.5mm以上2.0mm未満　ﾌﾟﾗｲﾏｰ共
下地挙動緩衝材 【ｱﾛﾝ化成：ｱﾛﾝｳｫｰﾙ　SH塗布工法　又は同等品】 9.50 m

ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2　10×10 1.50 m

ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2　15×10 1.70 m

法定福利費 外壁用塗膜防水材 1.00 式 ※住戸棟で計上

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-2　外壁改修工事

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-3　その他工事
別紙明細

撤去工事 積込み費・運搬費共 1.00 式 建-19  

砂利敷き t-30 37.30 m2

小　　計

№

名　　　　　　称 内　　　　　　容

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-3　その他工事
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直接工事費　細目別内訳

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

B-3-4　撤去材：処分費

撤去材：処分費 陶器類 0.40 m3

撤去材：処分費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.10 m3

撤去材：処分費 枝葉類 0.20 m3

撤去材：処分費 根類 0.30 m3

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-4　撤去材：処分費

名　　　　　　称 内　　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-19  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀①

既設棟瓦　撤去 尺冠瓦葺き（丸桟垂れ付き伏間瓦） 10.00 ヶ所

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀②

既設棟瓦　撤去 尺冠瓦葺き（丸桟垂れ付き伏間瓦） 12.00 ヶ所

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀③

既設棟瓦　撤去 尺冠瓦葺き（丸桟垂れ付き伏間瓦） 12.00 ヶ所

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去 PU-2　10×10 1.70 m

既設ｼｰﾘﾝｸﾞ　撤去 PU-2　15×10 1.50 m

別紙明細
植栽　撤去 1.00 式 建-20  

別紙明細
撤去材：積込み費 1.00 式 建-21  

別紙明細
撤去材：運搬費 1.00 式 建-22  

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-3　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-20  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

植栽　撤去

植栽㉑ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽㉒ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽㉓ 伐採（抜根共） 1.00 本

植栽㉖ 伐採（抜根共） 7.00 本

植栽㉗ 伐採（抜根共） 30.00 本

植栽㉘ 伐採（抜根共） 20.00 本

小　　計

№

B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-3　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事
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直接工事費　別紙明細　建-21  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：積込み費

撤去材：積込み費 ｺﾝｸﾘｰﾄ類　人力 0.40 m3

撤去材：積込み費 ﾎﾞｰﾄﾞ・木材類　人力 0.60 m3

小　　計

№

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-3　その他工事

名　　　　　称 内　　　　　容
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直接工事費　別紙明細　建-22  

数　　量 単位 単　　　価 金　　　額 摘　　　要

撤去材：運搬費
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 陶器類　DID区間無し　5.0km以下 0.40 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類　DID区間無し　5.0km以下 0.10 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 枝葉類　DID区間無し　8.5km以下 0.20 m3
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積み　人力積込

撤去材：運搬費 根類　DID区間無し　8.5km以下 0.30 m3

小　　計

№

名　　　　　称 内　　　　　容

B　補助対象外工事 B-3　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀　改修工事 B-3-3　その他工事
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敷地案内図

配　置　図 S=1/200

外灯　詳細図　　　　　S=1/50

（　3ヶ所　）

配置図　　　　　S=1/200

敷地案内図

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

整地

〈　現況　〉 〈　改修　〉

砂利敷きt-30

凡　　例

（49.70）

（50.00）

（50.00）

（49.70）

（49.70）

（50.30）

（49.57）

（49.81）

（50.23）
（49.93）

（49.91）（50.09）

（48.64）

（49.76）（49.78）

（48.65）

（48.63）

（49.15） （49.15）

（48.71）

（48.69）

（49.58）

（T-1）
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（49.60）
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（49.70）

（49.70）
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（49.95）

（50.35）

（49.60）
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（49.65）
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（50.30）（50.50） （50.50）

（49.60）
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（50.00）
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12

13

14

1

2

3

4

5

6

8

9

7

11

15

16

17

18

19

20

21

22

本　数 備　考

寄せ植え

寄せ植え

寄せ植え

寄せ植え

1本

1本

1本

23

24

H（高さ）・W（葉張り）・C（幹径）

植栽リスト

8

12

16

18

20

14

5

6

9
1011

19

15

17

21

22

24

25

26

27

28

23

W

4

7

3

W

13

1

W

W

W

H=1,500・W=1,500、3,000 伐採（抜根共）

H=1,000・W=1,200 伐採（抜根共）

H=1,000・W=1,800 伐採（抜根共）

H=1,000・W=1,200 伐採（抜根共）

H=1,000・W=1,000 1本 伐採（抜根共）

H=1,000・W=1,000 伐採（抜根共）

H=1,000・W=1,200 寄せ植え 伐採（抜根共）

1本

1本

伐採（抜根共）

H=2,500・W=2,000・C=60φ 伐採

1本H=1,500・W=1,500 伐採（抜根共）

1本 伐採（抜根共）H=300・W=300

H=1,000・W=500・C=70φ

H=5,000・W=3,000・C=150φ 伐採

現況のまま

1本H=1,500・C=200φ 伐採

寄せ植えH=1,500・W=2,500 伐採（抜根共）

H=2,500・W=1,500・C=80φ

1本 伐採（抜根共）H=1,000・W=500・C=120φ

1本H=3,000・W=4,000・C=200φ 伐採

伐採（抜根共）H=500・W=500 6本

H=3,000・W=1,000・C=40φ 1本 伐採（抜根共）

伐採（抜根共）H=500・W=500 6本

伐採（抜根共）H=500・W=500 1本

伐採（抜根共）H=500・W=500 1本

伐採（抜根共）H=500・W=500 1本

伐採（抜根共）H=500・W=500 2本

25 伐採（抜根共）H=500・W=500 2本

伐採（抜根共）H=500・W=50026 7本

伐採（抜根共）H=500・W=50027 30本

伐採（抜根共）H=500・W=50028 20本

※植栽の大きさ及び本数はおおよその数を記載。

W

2

W

W

〈現況〉鉄ﾎﾟｰﾙの上、ﾍﾟﾝｷ塗
〈改修〉既設ﾎﾟｰﾙ　下地調整（RB種）の上、DP塗
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【住戸棟】

仕　上　表 S=1/NON

仕 上 表 （ 外 部 ） 仕 上 表 （ 共 用 部 分 ）

劣化部分設計数量表（住戸棟）

21.10　m

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること。

25.32　m 44.76　m

欠　損

0.05　m2

※設計段階で調査数量の20%割増しを見込む

※調査数量37.30　m

0.06　m2

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満） ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

現況

改修

現況

改修

現況

改修

部　分　名　称 部　分　名　称

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

EP

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ

塩化ﾋﾞﾆｰﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

SOP FE

OS ｵｲﾙｽﾃｲﾝ

ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ

CL ｸﾘｱﾗｯｶｰ（色付け１回共）

UC ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ RC　：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

S　 ：鉄骨

CB　：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

W 　：木

OSV ｵｲﾙｽﾃｲﾝﾜﾆｽ

DP 耐候性塗料

VE

凡例

▲　：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材を示す

庇

屋　根 開放廊下

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）

広木舞　24×90（米栂）　淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）

庇裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）

広木舞　24×90（米栂）　淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）

現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

広小舞・淀・品板：既設木部　下地調整（RB種）の上、ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗

外　壁 1階：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ　　2階～4階：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

東・西：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ　　梁（東・西）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しD型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ幅　木

軒　裏

樋

バルコニー

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋

竪樋：塩ﾋﾞ製（VPφ75）

屋　上

屋　上（2階：ｽﾛｰﾌﾟ屋根）

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

建具 ｱﾙﾐ製ｻｯｼ（1階のみ：ｱﾙﾐ製面格子）

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ：既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え（ｱﾙﾐ製面格子：脱着）

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ

ｱﾙﾐ製笠木　W=175・250、ｱﾙﾐ製防水押え金物、鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　φ75（縦引き）

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ

ｱﾙﾐ製笠木　W=175、ｱﾙﾐ製水切　W=100、ｱﾙﾐ製防水押え金物、鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　φ75（横引き）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え　　幅木：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え

手すり壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ　　ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　φ75、ｽﾃﾝﾚｽ製手すり

既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、ｹﾚﾝ清掃、仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

ｱﾙﾐ製笠木：脱着、ｱﾙﾐ製防水押え金物：取り替え、鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ：既設ﾄﾞﾚﾝ　撤去の上、改修用縦引きﾄﾞﾚﾝ　φ60（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設

EVホール

スロープ

階段

EV機械室

建具

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　t-100、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

幅木：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

壁・梁：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水（1FLまで）、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

天井（直天）：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

室名札

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ（1階のみ：ｱﾙﾐ製面格子）

鋼製建具

床：現況のまま

幅木：現況のまま

壁・梁：現況のまま

天井（直天）：現況のまま

室名札：現況のまま

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え　ﾀｲﾙ下地、床用ﾀｲﾙ　100角

幅木：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、塗床材　H=150

壁・梁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

天井（直天）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

掲示板、ｽﾃﾝﾚｽ製手すり

床（1～2階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材　　（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

幅木（1～2階）：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材　H=100　　（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材　H=100

壁・梁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

天井（直天）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｽﾃﾝﾚｽ製手すり、ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ、ｽﾁｰﾙ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手すり、階数表示板

床（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ　　（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ

幅木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、石目調吹付けﾀｲﾙ　H=150

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、石目調吹付けﾀｲﾙ

天井（CH=2,400）：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け

集合郵便受箱、消火器（各階1個）

床（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ（壁取合部幅調整材　W=150）　　（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ（壁取合部幅調整材　W=150）

幅木（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材　H=150　　（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材　H=150

壁・梁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

天井（CH=2,400）：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け

ｱﾙﾐ製手すり、手すり笠木：防水ﾓﾙﾀﾙ塗、室名札

既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、ｹﾚﾝ清掃、仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

ｱﾙﾐ製笠木：脱着（防水改修部分）、ｱﾙﾐ製水切：脱着、ｱﾙﾐ製防水押え金物：取り替え、鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ：既設ﾄﾞﾚﾝ　撤去の上、改修用横引きﾄﾞﾚﾝ　φ60（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、塗床材　　幅木：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、塗床材

手すり壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ　　ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75、避難器具、ｱﾙﾐ製隔て壁（無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　VP塗　両面避難ｼｰﾙ張り）、ｱﾙﾐ製手すり、物干金物、ｸｰﾗｰ用ｲﾝｻｰﾄ

軒樋：既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

竪樋：既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗　※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP75φ　新設

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ：既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え（ｱﾙﾐ製面格子：脱着）

鋼製建具：既設建具（枠共　※1）　下地調整（RB種）の上、DP塗（既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

1階：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2　

2階～4階：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

東・西：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

梁（東・西）：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

広小舞・淀・品板：既設木部　下地調整（RB種）の上、ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗

庇裏：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

床：既設仕上げ面　高圧洗浄工法の上、下地調整：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

幅木：既設仕上げ面　高圧洗浄工法の上、下地調整：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

手すり壁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75：現況のまま、避難器具：現況のまま、ｱﾙﾐ製隔て壁：既設ｹｲｶﾙ面　下地調整（RB種）の上、ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗　両面避難ｼｰﾙ張り（W260×H100）、

ｱﾙﾐ製手すり：洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）、物干金物：現況のまま、ｸｰﾗｰ用ｲﾝｻｰﾄ：現況のまま

床：既設仕上げ面　高圧洗浄工法の上、下地調整：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

幅木：既設仕上げ面　高圧洗浄工法の上、下地調整：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

手すり壁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ裏：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　φ75：現況のまま、ｽﾃﾝﾚｽ製手すり：洗い掛け（手ｽﾘ子廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

床（1階のみ）：現況のまま（既設壁取合部幅調整材　脱着）　　　（2～4階）：現況のまま（既設壁取合部幅調整材　脱着）

幅木（1階のみ）：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

（2～4階）：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

壁・梁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

天井（CH=2,400）：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ｱﾙﾐ製手すり：洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）、手すり笠木：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共、室名札：現況のまま

床（1階のみ）：現況のまま（既設壁取合部幅調整材　脱着）　　（2～4階）：現況のまま（既設壁取合部幅調整材　脱着）

幅木：現況のまま

壁：現況のまま

天井（CH=2,400）：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

集合郵便受箱：現況のまま、消火器（各階1個）：現況のまま

床：現況のまま

幅木：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

壁・梁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

天井（直天）：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

掲示板：脱着、ｽﾃﾝﾚｽ製手すり：洗い掛け

床（1～2階）：既設仕上げ面、下地調整（研磨）の上、合成樹脂塗系床材　厚膜型（防滑工法）　　（2～4階）：既設仕上げ面、下地調整（研磨）の上、合成樹脂塗系床材　厚膜型（防滑工法）　

幅木（1～2階）：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

（2～4階）：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

壁・梁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

天井（直天）：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ｽﾃﾝﾚｽ製手すり：洗い掛け、ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ：現況のまま、ｽﾁｰﾙ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手すり：既設ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ　下地調整（RB種）の上、DP塗（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）、階数表示板：洗い掛け

※1…玄関ﾄﾞｱは枠のみ

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材について

事前の分析結果により、住戸棟、自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟、ｺﾝｸﾘｰﾄ塀の建築用下地調整材に▲ｱｽﾍﾞｽﾄ（ﾚﾍﾞﾙ3）が検出されている。（建築用仕上塗材は含有していない。）

本工事では、既存塗膜を除去しないで塗り替えを行う為、▲建築用下地調整材の除去は行わない。

既存塗膜の下地処理（下地調整）は、水洗いや清掃等で塵、ほこり、汚れなどを除去し、既存塗膜を除去しない程度に行うこと。
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【住戸棟】

1階　平面図

建具案内図
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1階　平面図　　　　　S=1/100 避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：非常の際には、ここを破って隣戸へ避難出来ます）

避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：この向こう側に避難器具があります）
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【住戸棟】

2階　平面図

建具案内図
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2階　平面図　　　　　S=1/100 避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：非常の際には、ここを破って隣戸へ避難出来ます）

避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：この向こう側に避難器具があります）
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【住戸棟】

3階　平面図

建具案内図
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Ｄ

Ａ

Ｃ
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3階　平面図　　　　　S=1/100 避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：非常の際には、ここを破って隣戸へ避難出来ます）

避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：この向こう側に避難器具があります）
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【住戸棟】

4階　平面図

建具案内図

S=1/100

Ｄ
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展開方向 Ｂ
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4階　平面図　　　　　S=1/100 避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：非常の際には、ここを破って隣戸へ避難出来ます）

避難ｼｰﾙ（W260×H100）
（文字：この向こう側に避難器具があります）

凡　　例

SD
2

SD
4

AW
2

AW
5

AW
5

AM
1

AW
5

SD
3

AW
5

AW
5

SD
1

AW
1

AW
3

AW
3

AW
2

AW
5

AW
5

AM
1

AW
5

SD
3

AW
5

SD
1

AW
1

AW
3

AW
3

AW
4

AW
2

AW
2

●

◎

◎◎

●●

20,250

6,5007,2506,500

2,700 3,800 3,700 3,550 3,800 2,700

6,500 7,250 6,500

3,100 2,050 2,100

15
,5
00

1,
90
0

1,
20
0

4,
60
0

1,
50
0

1,
60
0

1,
00
0

3,
70
0

3,
60
0

1,
00
0

1,
00
0

2,
70
0

1,
00
0

5,
30
0

1,
05
0

75
0
30
0

1,
20
0

15
,5
00

1,
90
0

1,
20
0

4,
60
0

1,
50
0

1,
60
0

1,
00
0

3,
60
0

1,
00
0

1,
00
0

2,
70
0

3,
70
0

3,606 2,894 3,6062,894

Ｎ



A
2021 11

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

12

12

64
【住戸棟】

屋根伏図 S=1/100

Ｄ

Ａ

Ｃ

展開方向 Ｂ

A

B
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D

E

F

1 2 3 4 5 6

屋根伏図　　　　　S=1/100

吹　抜 吹　抜

吹　抜

A

CC

C

D

B

A

A

D

A

A

D

B

〈　現況　〉

日本瓦葺き

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

ｱﾙﾐ製笠木　W=175

鉄芯入化粧塩ﾋﾞ製軒樋

A

C

B

D

凡　　例

〈　改修　〉

現況のまま（　　　　印　のし際　漆喰　詰め替え）

A

〈現況〉鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75用（横引き）
〈改修〉既設ﾄﾞﾚﾝ　撤去の上、改修用横引きﾄﾞﾚﾝ　φ60（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設

既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、ｹﾚﾝ清掃、仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）、
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

B

★

★
★

★

★ ★

★

既設笠木　脱着（★印：防水改修部分）

既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）
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【住戸棟】

立面図（1） S=1/100

1 2 3 4 5 6 123456

100×100

L=300L=200

L=200

L=1,000
L=100

L=300

L=200
L=200

L=200

L=200
L=200L=200

L=200

L=300L=100

南立面図　　　　　S=1/100 北立面図　　　　　S=1/100

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

BB

L
L

A

H

J

K

E

K

D

H

B

A

A A

AA

B
B

K

N D

I

E

A

H

K

O

B

Q

P

B'

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

N

O

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ

ｱﾙﾐ製面格子　A型

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しD型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐ製手ｽﾘ

SUS製手ｽﾘ

鉄芯入化粧塩ﾋﾞ製軒樋

ｱﾙﾐ製面格子　B型

ｽﾁｰﾙ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ

塩ﾋﾞ製（VPφ75）竪樋

P ｱﾙﾐ製笠木　W=175

Q 外壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設面格子　脱着

外壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設面格子　下地調整（RB種）の上、DP塗

A

〈　現況　〉

日本瓦葺き

凡　　例

〈　改修　〉

現況のまま（　　　　印　のし際　漆喰　詰め替え）

B ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

既設手ｽﾘ　洗い掛け
（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）
既設手ｽﾘ　洗い掛け
（手ｽﾘ子廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ　下地調整（RB種）の上、DP塗
（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設笠木　脱着（防水改修部分）

隔て壁　ｱﾙﾐ製　W980×H1,900　無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　VP塗　両面避難ｼｰﾙ張り 既設ｹｲｶﾙ面　下地調整（RB種）の上、ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗　両面避難ｼｰﾙ張り（W260×H100）

既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗
※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP75φ　新設

既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

立面図（2） S=1/100

12 1 2ABCDEF

L=4,000

L=100
L=100

L=100

西立面図（D通り）　　　S=1/100 西立面図（E通り）　　　S=1/100西立面図　　　　　S=1/100

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

F
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B'

B' B'
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ

ｱﾙﾐ製面格子　A型

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しD型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐ製手ｽﾘ

SUS製手ｽﾘ

鉄芯入化粧塩ﾋﾞ製軒樋

ｱﾙﾐ製面格子　B型

ｽﾁｰﾙ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ

塩ﾋﾞ製（VPφ75）竪樋

P ｱﾙﾐ製笠木　W=175

Q 外壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設面格子　脱着

外壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設面格子　下地調整（RB種）の上、DP塗

A

〈　現況　〉

日本瓦葺き

凡　　例

〈　改修　〉

現況のまま（　　　　印　のし際　漆喰　詰め替え）

B ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

既設手ｽﾘ　洗い掛け
（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）
既設手ｽﾘ　洗い掛け
（手ｽﾘ子廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ　下地調整（RB種）の上、DP塗
（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設笠木　脱着（防水改修部分）

隔て壁　ｱﾙﾐ製　W980×H1,900　無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　VP塗　両面避難ｼｰﾙ張り 既設ｹｲｶﾙ面　下地調整（RB種）の上、ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗　両面避難ｼｰﾙ張り（W260×H100）

既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗
※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP75φ　新設

既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2
既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

立面図（3） S=1/100

5 6 6 5A B C D E F

L=4,000

L=3,500

L=4,000

L=3,000 L=4,000 L=500

L=1,000

L=4,000

L=200

東立面図（E通り）　　　S=1/100 東立面図（D通り）　　　S=1/100東立面図　　　　　S=1/100

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること
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B' B'
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ

ｱﾙﾐ製面格子　A型

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しD型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐ製手ｽﾘ

SUS製手ｽﾘ

鉄芯入化粧塩ﾋﾞ製軒樋

ｱﾙﾐ製面格子　B型

ｽﾁｰﾙ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ

塩ﾋﾞ製（VPφ75）竪樋

P ｱﾙﾐ製笠木　W=175

Q 外壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設面格子　脱着

外壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設面格子　下地調整（RB種）の上、DP塗

A

〈　現況　〉

日本瓦葺き

凡　　例

〈　改修　〉

現況のまま（　　　　印　のし際　漆喰　詰め替え）

B ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

既設手ｽﾘ　洗い掛け
（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）
既設手ｽﾘ　洗い掛け
（手ｽﾘ子廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ　下地調整（RB種）の上、DP塗
（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設笠木　脱着（防水改修部分）

隔て壁　ｱﾙﾐ製　W980×H1,900　無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　VP塗　両面避難ｼｰﾙ張り 既設ｹｲｶﾙ面　下地調整（RB種）の上、ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗　両面避難ｼｰﾙ張り（W260×H100）

既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗
※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP75φ　新設

既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2
既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

矩計図（1） S=1/50

BDE 4F

L　Dﾎｰﾙﾎｰﾙ

L　Dﾎｰﾙﾎｰﾙ洋　室

L　Dﾎｰﾙﾎｰﾙ洋　室

ﾎｰﾙ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰL　D D　K

D　K

D　K

D　K

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾎｰﾙ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

和室6帖
（2）

和室6帖
（2）

和室6帖
（2）

和室6帖
（2）

洋　室

洋　室ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

4

10

4

10

設計GL（50.30）

（50.00）

（49.70） （49.70）

4

10

〈現況〉発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t-30　打込み
〈改修〉現況のまま

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦　のし瓦（二段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（五段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え） 〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（五段積み）

〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）
〈現況〉屋根：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ34×3　HL
手ｽﾘ子　@900　φ27.2×2　HL
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

（手ｽﾘ子廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏に同じ
〈改修〉ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏に同じ

〈現況〉軒裏に同じ
〈改修〉軒裏に同じ

〈現況〉鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75用
〈改修〉現況のまま

〈現況〉広小舞　24×90（米栂）　淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋根に同じ
〈改修〉現況のまま

（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉床：防水ﾓﾙﾀﾙ塗
〈改修〉塗膜防水（X-2）
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉ｽﾗﾌﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（1階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｽﾗﾌﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（2階～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉竪樋：塩ﾋﾞ製（VPφ75）
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP75φ　新設
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【住戸棟】

矩計図（2） S=1/50

1 2 3 4 65

ﾎｰﾙ 台　所
浴　室

ﾎｰﾙ 台　所
浴　室

ﾎｰﾙ 台　所
浴　室

浴　室

ﾎｰﾙ台　所
浴　室

ﾎｰﾙ台　所
浴　室

ﾎｰﾙ台　所
浴　室

ﾎｰﾙ台　所
浴　室

台　所ﾎｰﾙ 開放廊下

開放廊下

開放廊下

開放廊下

4

10

（50.00） （50.00）

設計GL（50.30）

〈現況〉発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t-30　打込み
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉屋根に同じ
〈改修〉屋根に同じ

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉屋根：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉床排水溝　SUS304　t-1.5　W=40×H=10～30
床排水目皿　φ65　各階4ヶ所
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉90×35（米栂）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏に同じ
〈改修〉軒裏に同じ

〈現況〉軒裏に同じ
〈改修〉軒裏に同じ

〈現況〉床（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま〈現況〉VPφ50

〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋上：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ
〈改修〉既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設
（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉外壁（1階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉梁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、
▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水

（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉天井：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（2階～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）
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【住戸棟】

矩計図（3） S=1/50
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〈現況〉屋根：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、
断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）

〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（三段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ38　t-1.2　HL
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉天井：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50
〈改修〉現況のまま

〈現況〉壁：ｺﾝｸﾘｰﾄの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水（1FLまで）、
化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　t-100、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉銅板水切　t-0.6
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ38　t-1.2　HL
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉階段：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉現況のまま

〈現況〉発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t-30　打込み
〈改修〉現況のまま

〈現況〉谷樋　銅板　t-0.8
〈改修〉現況のまま

〈現況〉屋根：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（三段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（五段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉排水溝　W=50　H=30　目皿　φ65　1ﾌﾛｱｰ1ヶ所
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ　W400　手ｽﾘ　φ34×3　段　φ27.2×2　@250　控え　φ27.2×2　@900
〈改修〉既設ﾀﾗｯﾌﾟ　洗い掛け

〈現況〉床（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　W=35　ｱﾝｶｰﾀｲﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（1～2階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉床（1～2階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉広小舞　24×90（米栂）
淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋上：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ
〈改修〉既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設
（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉段裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉天井：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｽﾗﾌﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（1階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、
▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｽﾗﾌﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（2階～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
（改修工程は仕上表参照）
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〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え　ﾀｲﾙ下地、床用ﾀｲﾙ　100角
〈改修〉現況のまま

〈現況〉壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、石目調吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製水切　W=100
〈改修〉既設水切　脱着

〈現況〉谷樋　銅板　t-0.8
〈改修〉現況のまま

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（五段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉屋根：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、断熱材　t-15　ﾔﾈﾊﾞｯｸBﾀｲﾌﾟ、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦（三段積み）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ　W400　手ｽﾘ　φ34×3
段　φ27.2×2　@250
控え　φ27.2　@900
〈改修〉既設ﾀﾗｯﾌﾟ　洗い掛け

〈現況〉床排水溝　SUS304　t-1.5　W=40×H=10～30
床排水目皿　φ65　各階4ヶ所
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉床（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉広小舞　24×90（米栂）
淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉90×35（米栂）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋上：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ
〈改修〉既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋上：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ
〈改修〉既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ
〈改修〉既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｱﾙﾐ製防水押え金物（L-30×15×2.0程度）
〈改修〉ｱﾙﾐ製防水押え金物　取り替え（L-30×15×2.0程度）

〈現況〉屋上点検ﾃﾞｯｷ　W=800
床・床用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　FB-3×38
受ｱﾝｸﾞﾙ　L-60×60×5　@450
四方枠　H-150×100×6×9
鉄部全て亜鉛ﾄﾞﾌﾞｽﾞｹの上、SOP塗
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、
ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設
（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（1階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、
▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（2階～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉天井：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉天井：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｽﾗﾌﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（1階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、
▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｽﾗﾌﾞ裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉外壁（2階～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、
▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
（改修工程は仕上表参照）
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平面詳細図 S=1/50

ABCDEF

1

2

3

4

平面詳細図　　　　　S=1/50
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CL
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〈現況〉SUS芯入半硬質塩ﾋﾞ製手ｽﾘ　φ34　L=400（内外共）
〈改修〉現況のまま

〈現況〉避難器具（伸縮はしご）　3階
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製物干金物
〈改修〉現況のまま

〈現況〉避難器具（伸縮はしご）　2・4階
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS芯入半硬質塩ﾋﾞ製手ｽﾘ　φ34　L=400（内外共）
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製物干金物
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ34×3　HL
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ　ﾌﾞﾗｹｯﾄﾀｲﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ34×3　HL
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床排水溝　SUS304　t-1.5　W=40×H=10～30
床排水目皿　φ65　各階4ヶ所

〈改修〉現況のまま

〈現況〉出入口前SUS枠細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　W=150
床排水溝　SUS304　t-1.5

〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ34×3　HL
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（手ｽﾘ子廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉床：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ　300×300　H28
〈改修〉現況のまま

〈現況〉鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75用
〈改修〉現況のまま

〈現況〉鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75用
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉壁取合部幅調整材　W=150
〈改修〉既設調整材　脱着

〈現況〉床排水溝　SUS304　t-1.5　W=40×H=10～30
床排水目皿　φ65　各階4ヶ所

〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ　300×300　H28
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：防水ﾓﾙﾀﾙ塗　塗床材
〈改修〉塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉壁取合部幅調整材　W=150
〈改修〉既設調整材　脱着

〈現況〉鋳鉄製中継用ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75用
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉笠木：防水ﾓﾙﾀﾙ塗
〈改修〉合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）

（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉床：防水ﾓﾙﾀﾙ塗
〈改修〉塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉隔て壁　ｱﾙﾐ製　W980×H1,900
無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　VP塗　両面避難ｼｰﾙ張り

〈改修〉ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗（改修工程は仕上表参照）　両面避難ｼｰﾙ張り（W260×H100）
※詳細は各平面図　参照

〈現況〉隔て壁　ｱﾙﾐ製　W980×H1,900
無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　VP塗　両面避難ｼｰﾙ張り
〈改修〉ｼﾘｺﾝｴﾏﾙｼｮﾝ系塗（改修工程は仕上表参照）　両面避難ｼｰﾙ張り（W260×H100）
※詳細は各平面図　参照
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平面詳細図

（階段・ELV廻り）

S=1/50
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1階　平面詳細図　　　　　S=1/50

2階　平面詳細図　　　　　S=1/50 4階　平面詳細図　　　　　S=1/50

3階　平面詳細図　　　　　S=1/50
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〈現況〉SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　W=35　ｱﾝｶｰﾀｲﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　t-100、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製複合郵便受箱　12戸用
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え　ﾀｲﾙ下地、床用ﾀｲﾙ　100角
〈改修〉現況のまま

〈現況〉壁取合部幅調整材　W=150
〈改修〉既設調整材　脱着

〈現況〉消火器BOX　埋込型
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ38×1.2　HL
手ｽﾘ子　@450　φ27.2×2

〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉壁取合部幅調整材　W=150
〈改修〉既設調整材　脱着

〈現況〉消火器BOX　埋込型
〈改修〉現況のまま

〈現況〉消火器BOX　埋込型
〈改修〉現況のまま

〈現況〉壁取合部幅調整材　W=150
〈改修〉既設調整材　脱着

〈現況〉壁取合部幅調整材　W=150
〈改修〉既設調整材　脱着

〈現況〉SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ
〈改修〉既設ﾀﾗｯﾌﾟ　洗い掛け

〈現況〉消火器BOX　埋込型
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS304製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉SUS304製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉床排水目皿　φ65
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床排水目皿　φ65
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床排水目皿　φ65
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=175
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉ｱﾙﾐ製笠木　W=250
〈改修〉既設笠木　脱着

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉ｱﾙﾐ製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

〈現況〉SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　W=35　ｱﾝｶｰﾀｲﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（1階のみ）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、
ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｼｽﾃﾑﾃﾞｯｷ
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床（1～2階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材

〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）
（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉床（1～2階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、
自閉性樹脂ﾓﾙﾀﾙ防水、ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）

床：合成樹脂塗系床材　厚膜型（防滑工法）

壁：可とう形改修塗材RE

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉SUS304製手ｽﾘ
〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水　t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装仕上げ
〈改修〉既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、塗膜防水（X-2）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉掲示板　SUS304枠　HL　W1,800×H900
〈改修〉既設掲示板　脱着

〈現況〉階数表示板　SUS製　HL　W110×H220　t-3.0
〈改修〉既設表示板　洗い掛け

〈現況〉階数表示板　SUS製　HL　W110×H220　t-3.0
〈改修〉既設表示板　洗い掛け

〈現況〉階数表示板　SUS製　HL　W110×H220　t-3.0
〈改修〉既設表示板　洗い掛け

〈現況〉階数表示板　SUS製　HL　W110×H220　t-3.0
〈改修〉既設表示板　洗い掛け

〈現況〉館銘板　SUS304　HL　磨き　BOX文字　W150×H150　4文字　W200×H200　4文字
〈改修〉既設銘板　洗い掛け

〈現況〉団地案内板　SUS製　W916×H2,000×D60
〈改修〉既設案内板　洗い掛け

〈現況〉SUS製手ｽﾘ　φ38×1.2　HL
ﾌﾞﾗｹｯﾄ・手ｽﾘ子　@900

〈改修〉既設手ｽﾘ　洗い掛け

〈現況〉床排水目皿　φ65　なし
〈改修〉床排水目皿　φ65　SUS製　新設〈改修〉改修用横引きﾄﾞﾚﾝ　60φ（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設

〈現況〉鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ　φ75用（縦引き）
〈改修〉既設ﾄﾞﾚﾝ　撤去の上、改修用縦引きﾄﾞﾚﾝ　φ60（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設

幅木：合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）

〈現況〉床（2～4階）：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、防水ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え、合成樹脂塗床材
〈改修〉合成樹脂塗系床材（防滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋上点検ﾃﾞｯｷ
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）
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【住戸棟】

展開図（1）

（開放廊下・階段）

S=1/50

3 4 34
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改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

展開図（2）

（開放廊下・階段）

S=1/50
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改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない

12
,2
00

20
0

3,
00
0

3,
00
0

3,
00
0

3,
00
0

3,700 4,100

1,900 3,700 1,600 2,500 900

2,
48
0

50
0

2,
00
0

3,7004,100

1,9001,6002,500900

2,
40
0

60
0

2,
40
0

60
0

2,
40
0

60
0

2,
40
0

60
0

2,
00
0

40
0

2,
00
0

40
0

2,
00
0

40
0

2,
00
0

40
0

1,000 2,700



A
2021 11

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

24

24

64
【住戸棟】

展開図（3）

（開放廊下・階段）

S=1/50
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改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

展開図（4）

（開放廊下・階段）

S=1/50
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欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

展開図（5）

（開放廊下・階段）

S=1/50

C　面
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階段踊場

設計GL（50.30）
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凡　　例

〈　改修　〉

既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

既設手ｽﾘ　洗い掛け

現況のまま

既設面格子　脱着

既設ﾀﾗｯﾌﾟ　洗い掛け

現況のまま

既設水切　脱着

既設手ｽﾘ　洗い掛け
（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ　下地調整（RB種）の上、DP塗
（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設ｼｰﾄ防水　撤去の上、ｹﾚﾝ清掃、仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

既設笠木　脱着（防水改修部分）

ｱﾙﾐ製防水押え金物　取り替え（L-30×15×2.0程度）

既設仕上げ面、下地調整（研磨・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

G
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K

〈　現況　〉

ｱﾙﾐ製ｻｯｼ

鋼製建具

ｱﾙﾐ製手ｽﾘ

SUS製手ｽﾘ

ｱﾙﾐ製面格子　B型
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞt-50

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

N ｱﾙﾐ製笠木　W=175

L

O ｱﾙﾐ製水切　W=100

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、石目調吹付けﾀｲﾙ

塩ﾋﾞ製（VPφ75）竪樋P

Q 合成樹脂塗床材　H=150

R ｱﾙﾐ製防水押え金物（L-30×15×2.0程度）

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

既設点検ﾃﾞｯｷ　下地調整（RB種）の上、DP塗

既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗
※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP75φ　新設

既設建具（枠共　※1）　下地調整（RB種）の上、DP塗（既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※1…玄関ﾄﾞｱは枠のみ
※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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27

64
【住戸棟】

1階　天井伏図 S=1/100

A

B

C

D

E

F

1 2 3 4 5 6

F

100×100

100×100
100×100

L=100

1階　天井伏図　　　　　S=1/100

A

A

A

B

C

C

B

D

D

DD D

D

A

上部吹抜 上部吹抜

ELV

A（ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏）A（ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏）

AA （庇裏）（庇裏）

D

A A

A

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈　現況　〉

凡　　例

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

〈　改修　〉

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

現況のまま

現況のまま

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

〈現況〉天井点検口　450×450
〈改修〉現況のまま

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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28
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【住戸棟】

2階　天井伏図 S=1/100

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

F

2階　天井伏図　　　　　S=1/100

BB

D

D

DD D

D

A

上部吹抜

ELV

A A

上部吹抜

上部吹抜

AA （庇裏）（庇裏）

A（ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏） （ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏）

D

A A

A

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈　現況　〉

凡　　例

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

〈　改修　〉

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

現況のまま

現況のまま

〈現況〉避難器具（伸縮ﾊｼｺﾞ）
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ　500×500
〈改修〉現況のまま

〈現況〉天井点検口　450×450
〈改修〉現況のまま

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

3階　天井伏図 S=1/100

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

F

L=100

3階　天井伏図　　　　　S=1/100

BB

D

D

DD D

D

上部吹抜

ELV

A A

上部吹抜

上部吹抜

AA （庇裏）（庇裏）

AA（ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏） （ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏）

D

A A

A

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈　現況　〉

凡　　例

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

〈　改修　〉

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

現況のまま

現況のまま

〈現況〉避難器具（伸縮ﾊｼｺﾞ）
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ　500×500
〈改修〉現況のまま

〈現況〉天井点検口　450×450
〈改修〉現況のまま

〈現況〉4階屋上点検ﾃﾞｯｷ
〈改修〉既設点検ﾃﾞｯｷ　下地調整（RB種）の上、DP塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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30

64
【住戸棟】

4階　天井伏図 S=1/100

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

L=100

4階　天井伏図　　　　　S=1/100

BB

D

D

DD D

D

上部吹抜

ELV

A

上部吹抜

上部吹抜A

A A

A A

A A

A（ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏）A（ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏）

D

A A

A

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈　現況　〉

凡　　例

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

〈　改修　〉

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

現況のまま

現況のまま

〈現況〉避難器具（伸縮ﾊｼｺﾞ）
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ　500×500
〈改修〉現況のまま

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【住戸棟】

屋根　天井伏図 S=1/100

A

B

C

D

E

F

1 2 3 4 5 6

L=200

屋根　天井伏図　　　　　S=1/100

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

AA

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈　現況　〉

凡　　例

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

〈　改修　〉

A

B

C

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上、化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　t-50

軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

現況のまま

現況のまま

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

〈現況〉ｸｰﾗｰｲﾝｻｰﾄ　500×500
〈改修〉現況のまま

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

行わない

行わないｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修）
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【住戸棟】

建具ﾘｽﾄ S=1/50

枠 材 質

建 具 材 質

沓 摺 ・ 額 縁

硝 　 子

金 　 物

そ の 他

姿 　 図

記　号
数　量

枠見込

現　況

改　修

現　況

改　修

現　況

改　修

現　況

改　修

枠 材 質

建 具 材 質

沓 摺 ・ 額 縁

硝 　 子

金 　 物

そ の 他

姿 　 図

記　号
数　量

枠見込

現　況

改　修

枠 材 質

建 具 材 質

沓 摺 ・ 額 縁

硝 　 子

金 　 物

そ の 他

姿 　 図

記　号
数　量

枠見込

現　況

改　修

現　況

改　修

現　況

改　修

　　玄関ｽﾁｰﾙ製ﾌﾗｯｼｭ戸（甲種防火戸） 8

80

　　ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｽﾃﾝﾚｽ製丁番・戸当り

　　-

　　ﾄﾞｱｽｺｰﾌﾟ・ﾄﾞｱﾁｪｰﾝ・DC・郵便受け　その他ﾒｰｶｰ仕様

　　-

　　ﾄﾞｱｽｺｰﾌﾟ・ﾄﾞｱﾁｪｰﾝ・DC・郵便受け　その他ﾒｰｶｰ仕様

不二ｻｯｼ（株）　0ｼﾘｰｽﾞ　O-EM-04-3-a　 不二ｻｯｼ（株）　0ｼﾘｰｽﾞ　O-EM-04-3-a　

80

4　　玄関ｽﾁｰﾙ製親子ﾌﾗｯｼｭ戸（甲種防火戸）

　　ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｽﾃﾝﾚｽ製丁番・戸当り・ﾌﾗﾝｽ落し・順位調整器 　　ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｽﾃﾝﾚｽ製丁番

　　PW-6.8

　　-

　　ｽﾁｰﾙ製戸 8

33

　　ｽﾁｰﾙ製戸

33

4

　　ｽﾁｰﾙ製ﾌﾗｯｼｭ戸（甲種防火戸） 1

100

　　ｹｰｽﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｽﾃﾝﾚｽ製丁番

　　PW-6.8

　　-

　　-

　　-

　　ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｽﾃﾝﾚｽ製丁番・DC・戸当り

現　況

改　修

　　引違いﾊｷ出し窓（乙種防火ｻｯｼ）　BL 8

70+30

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｸﾚｾﾝﾄ・付属金物一式

　　-

現　況

改　修

　　引違いﾊｷ出し窓（乙種防火ｻｯｼ）　BL

70+30

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｸﾚｾﾝﾄ・付属金物一式

　　-

16 現　況

改　修

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｸﾚｾﾝﾄ・付属金物一式

　　PW-6.8

　　ｱﾙﾐ水切り

　　引違い窓（乙種防火ｻｯｼ）　BL 16

70+30

現　況

改　修

　　引違い窓（乙種防火ｻｯｼ）　BL

70+30

4 　　ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ窓（乙種防火ｻｯｼ） 36

70

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｸﾚｾﾝﾄ・付属金物一式

　　PW-6.8

　　ｱﾙﾐ水切り

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｼﾙﾊﾞｰ）

　　ｱﾙﾐ水切り

　　ﾊﾝﾄﾞﾙ式開閉装置・付属金物一式

　　FW-6.8

　　欄間可動ｶﾞﾗﾘ付きｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ窓（乙種防火ｻｯｼ）

100

1

　　ﾋｭｰｽﾞ付き可動装置・付属金物一式

　　ｽﾁｰﾙ水切り・網戸（SUSﾀｲﾌﾟ）

　　ｱﾙﾐ面格子 8

50

　　-

　　-

　　-

　　付属金物一式

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｶﾗｰ品）　上下材　□-60×30×2

　　ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ加工（ｶﾗｰ品）　格子材　□-40×20×1.5　@80

　　ｽﾁｰﾙ曲げ加工　t-2.3　SOP

　　ｽﾁｰﾙ曲げ加工　t-1.6　SOP

　　木製額縁　SOP

　　ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　145×145×95

　　ｱﾙﾐ製額縁（浴室のみ）・その他　木製額縁　SOP　　木製額縁　素地

　　木製額縁　SOP（和室部分は素地）　　沓摺　SUS304　t-2.0・木製額縁　SOP（和室部分は素地）

　　上部　PW-6.8・下部　FW-6.8　　上部　PW-6.8・下部　FW-6.8

　　沓摺　SUS304　t-2.0・木製額縁　SOP　　SUS304　t-2.0

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-1.6　SOP

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-2.3　SOP

　　SUS304　t-2.0

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-1.6　SOP

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-2.3　SOP

　　SUS304　t-2.0

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-1.6　SOP

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-2.3　SOP

　　SUS304　t-2.0　HL仕上・木製額縁　SOP

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板-表面材塩ﾋﾞ化粧鋼板　t-0.6　骨材　t-1.6

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-1.6　防錆塗装仕上

　　SUS304　t-2.0　HL仕上・木製額縁　SOP

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板-表面材塩ﾋﾞ化粧鋼板　t-0.6　骨材　t-1.6

　　亜鉛ﾒｯｷ鋼板　t-1.6　防錆塗装仕上

　　既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え 　　既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え
　　既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え
　　既設面格子　脱着

　　既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え
　　既設面格子　脱着

　　既設ｻｯｼ廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え
　　既設面格子　脱着

　　既設建具（枠のみ）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

　　既設建具（枠のみ）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

　　既設建具（枠共）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

　　既設建具（枠共）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

　　既設建具（枠共）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

　　既設面格子　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設面格子　脱着

　　既設建具（枠共）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

1
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【住戸棟】

部分詳細図（1） S=1/2・10

平面図

平面図

断面図断面図

断面図

各シーリング及び目地廻り　　　　　S=1/2引違いハキ出シ窓廻り　　　　　S=1/10

鋼製戸わく廻り　　　　　S=1/10 引違い窓わく廻り　　　　　S=1/10

平面図

建具側ｼｰﾘﾝｸﾞ

打継ｼｰﾘﾝｸﾞ詳細

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え（各図共通）

外壁目地

建具廻り

金物取合い

記　号

部　位

PU-2（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系）

MS-2（変成ｼﾘｺｰﾝ系）

MS-2（変成ｼﾘｺｰﾝ系）

絶縁ﾃｰﾌﾟ

ﾓﾙﾀﾙ充填

ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ

絶縁ﾃｰﾌﾟ

ﾓﾙﾀﾙ充填

ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ

絶縁ﾃｰﾌﾟｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ
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【住戸棟】

部分詳細図（2） S=1/10

現　　　況 改　　　修

バルコニー手スリ詳細図　　　　　S=1/10

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ｱﾙﾐ格子型手摺　ｱﾙﾏｲﾄ品　BL品

格子　□-20×26　@120以内

ｱﾙﾐ格子型手摺　ｱﾙﾏｲﾄ仕上

ｽﾗﾌﾞ裏　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｱﾙﾐ格子型手摺　ｱﾙﾏｲﾄ仕上

ｽﾗﾌﾞ裏　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付ﾀｲﾙｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付ﾀｲﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ塗　　塗床材

防水ﾓﾙﾀﾙ塗　塗床材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付ﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付ﾀｲﾙ

既設仕上げ面　高圧洗浄工法の上、
下地調整（不陸調整）：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

1

既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

2

1

1

既設手ｽﾘ　洗い掛け（支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

3

3

現況のまま

2

1
既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）
※ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
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35

35

64
【住戸棟】

部分詳細図（3） S=1/10

現　　　況 改　　　修

階段室踊場部分ガラスブロック手スリ詳細図　　　　　S=1/10

部分詳細図　　　S=1/5 部分詳細図　　　S=1/5

階段踊場

階段踊場

階段踊場

階段踊場

ｽﾁｰﾙ製
H-100×100×6×8
亜鉛どぶ付の上、SOP塗

援衝材　発泡合成ｺﾞﾑ　t-10

ｼｰﾘﾝｸﾞ材（ｶﾗｰ）A種

防水型ｶﾗｰ目地

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　145×145×95

ｽﾗﾌﾞ裏　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ手ｽﾘ
ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　ｶｯﾄ型　145×145×95
柱・笠木その他枠　ｽﾁｰﾙ製　H-100×100×6×8
亜鉛どぶ付の上、SOP塗
内外四周ｶﾗｰｼｰﾘﾝｸﾞ詰

防水ﾓﾙﾀﾙ塗　塗床材

既設仕上げ面、下地調整（研磨）の上、合成樹脂塗系床材　厚膜型（防滑工法）

既設仕上げ面　高圧洗浄工法の上、
下地調整（不陸調整）：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ（ｶﾁｵﾝ系ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）、塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）2

1

防水型ｶﾗｰ目地（現況のまま）

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　145×145×95（現況のまま）

援衝材　発泡合成ｺﾞﾑ　t-10（現況のまま）

下地調整（RB種）の上、DP塗（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

SUS手摺
φ38　t-1.2　HL

既設手ｽﾘ　洗い掛け

ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

下地調整（RB種）の上、DP塗

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

1

2

2

下地調整（RB種）の上、DP塗（枠・支柱廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え）

1

2

現況のまま

1

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）
※ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗
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36

36

64
【住戸棟】

部分詳細図（4） S=1/20

現　　　況 改　　　修 現　　　況 改　　　修

パラペット天端　納まり図　　　　　S=1/20

壁立上り　納まり図（ｱﾙﾐ製水切　W=100）　　　　　S=1/20 コーナー立上り　納まり図　　　　　S=1/20

壁立上り　納まり図（防水押え金物）　　　　　S=1/20

RSL RSL RSL RSL

RSL RSL RSL RSL

ｱﾙﾐ製　防水押え金物　取り替え
（L-30×15×2.0程度）

ｱﾙﾐ製笠木　W=175　脱着

屋上
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）
ｹﾚﾝ清掃

既設ｼｰﾄ防水　撤去

屋上
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）
ｹﾚﾝ清掃

既設ｼｰﾄ防水　撤去

ｱﾙﾐ製水切　W=100　脱着

屋上
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）
ｹﾚﾝ清掃

既設ｼｰﾄ防水　撤去

屋上
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）
仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）
ｹﾚﾝ清掃
既設ｼｰﾄ防水　撤去

屋上
ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装
ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ

ｱﾙﾐ製水切　W=100

屋上
ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ

ｱﾙﾐ製笠木　W=175

屋上
ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ

屋上
ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ

現況のまま 現況のまま

現況のまま 現況のまま

ｱﾙﾐ製　防水押え金物
（L-30×15×2.0程度）
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37

37

64
【住戸棟】

部分詳細図（5） S=1/20

現　　　況 改　　　修 現　　　況 改　　　修

縦ドレン廻り　納まり図　　　　　S=1/20横ドレン廻り　納まり図　　　　　S=1/20

GL～H750部分　平面図 H750～H1,500部分　平面図

自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟　及び　ｺﾝｸﾘｰﾄ塀③　壁取合い図　　　　S=1/20

RSL

下地調整（RB種）の上、DP塗

下地調整（RB種）の上、DP塗

屋上
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）
ｹﾚﾝ清掃

既設ｼｰﾄ防水　撤去

ｱﾙﾐ製笠木　W=175

塩ﾋﾞ製飾り桝

塩ﾋﾞ製（VPφ75）竪樋

既設ﾄﾞﾚﾝ　撤去の上、改修用横引きﾄﾞﾚﾝ　φ60（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設
（撤去跡ﾓﾙﾀﾙ補修共）

RSL

ｱﾙﾐ製笠木　W=175　脱着

屋上
ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　φ75（横引き）

2FL 2FL

ｱﾙﾐ製笠木　W=175

鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　φ75（縦引き）

屋上
ｼｰﾄ防水t-1.2　ｼﾙﾊﾞｰ塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ

ｱﾙﾐ製笠木　W=175　脱着

既設ﾄﾞﾚﾝ　撤去の上、改修用縦引きﾄﾞﾚﾝ　φ60（ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ共）　新設
（撤去跡ﾓﾙﾀﾙ補修共）

屋上
塗膜防水（X-2）（保護塗料：ｼﾘｺﾝ系）

仮防水（水性ｱｸﾘﾙ系仮防水材）
ｹﾚﾝ清掃

既設ｼｰﾄ防水　撤去

塩ﾋﾞ製（VPφ75）竪樋 下地調整（RB種）の上、DP塗

現況のまま

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
塀
③

自
転
車
置
場
・
ﾌﾟ
ﾛﾊ
ﾟﾝ
庫
棟

現況のまま

取合い廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え 取合い廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え 取合い廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え 取合い廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え
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S=1/NON・50

S=1/50

38

38

【自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟】

仕上表・建具ﾘｽﾄ

平面図・屋根伏図

64

Ｄ

Ａ

Ｃ

展開方向 Ｂ

枠 材 質

建 具 材 質

沓 摺 ・ 額 縁

硝 　 子

金 　 物

そ の 他

姿 　 図

記　号
数　量

枠見込

現　況

改　修

　　-

　　ｱﾝｸﾞﾙ引戸

　　ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ　t-2.3　曲加工　SOP

　　ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ　t-3.2　L-30×30×4　@360以下　SOP

　　鎌錠・引手・ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ・吊金具・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

　　SUS304　t-2.0　加工　ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

　　四方ｼｰﾘﾝｸﾞ詰め

1

100　　外部から見掛りのみ：既設建具（枠共）　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　　　　　　　　　　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ　打ち替え

L=250×2ヶ所 L=250×6ヶ所

L=250×3ヶ所L=250×1ヶ所

屋根伏図　　　　　S=1/50平面図　　　　　S=1/50

自転車置場

通　路

自転車置場

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄ　直金ｺﾞﾃ押え
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ　SUSﾊﾟｲﾌﾟ　42.7φ×3　手ｽﾘ子　34φ×3　@900
〈改修〉既設ｽﾄｯﾊﾟｰ　洗い掛け

SD
1

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄ　直金ｺﾞﾃ押え
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網（3ヶ所）
400×200　枠-SUS304（L-30×30×2　FB-2×30）
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｶﾗｰｽﾚｰﾄ大波葺き
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶1液反応硬化形4ﾌｯ化ﾌｯ素樹脂系塗
（改修工程は仕上表参照）

1
SD

仕 上 表 （ 外 部 ） 仕 上 表 （ 内 部 ）

〈現況〉日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）
〈改修〉現況のまま（　　　　　　印　のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉消火器BOX
〈改修〉既設BOX　脱着

※詳細は部分詳細図（5）　参照

〈現況〉看板　W400×H400
〈改修〉既設看板　脱着

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈現況〉竪樋：塩ﾋﾞ製（VPφ65）
〈改修〉DP塗（改修工程は仕上表参照）
※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP65φ　新設

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

13.00　m

劣化部分設計数量表（自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

欠　損

0.06　m2

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満） ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋　前高130（既製品）　新設（吊金具　@600以内）

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない

5.60　m

140 9,000 140

6,000 3,000

1,000 1,500 1,000 1,500 1,000 650 400 900 400 650
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4,500
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920
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00
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400

1,150

400

1,150

現況

改修

現況

改修

現況

改修

現況

改修

部　分　名　称部　分　名　称

現況

改修

現況

改修

屋　根 自転車置場

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

外　壁

自転車置場：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）

広木舞　24×90（米栂）　淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫：鉄骨下地　SOP塗の上、ｶﾗｰｽﾚｰﾄ大波葺き

自転車置場：現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

広小舞・淀・品板：既設木部　下地調整（RB種）の上、ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫：既設屋根面　高圧水洗工法の上、ﾀｰﾍﾟﾝ可溶1液反応硬化形4ﾌｯ化ﾌｯ素樹脂系塗

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ　直金ｺﾞﾃ押え

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型

天井（直天）：鉄骨下地　SOP塗及び屋根あらわし

ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網（3ヶ所）

床：現況のまま

壁：現況のまま

天井（直天）：現況のまま

ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網（3ヶ所）：現況のまま

樋

軒　裏 自転車置場：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ　直金ｺﾞﾃ押え

幅木（出幅木）：ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え　H=120

壁・梁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

天井（直天）：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ

軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋

竪樋：塩ﾋﾞ製（VPφ65）

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

腰壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ　　壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

消火器BOX、看板

腰壁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

壁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

消火器BOX：脱着、看板：脱着

自転車置場：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

床：現況のまま

幅木（出幅木）：既設仕上げ面、下地調整（研磨・ﾊﾟﾃ処理）の上、合成樹脂塗系床材　薄膜型（平滑工法）　※ひび割れ補修共

壁・梁：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

天井（直天）：既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ：洗い掛け

軒樋（自転車置場）：既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

軒樋（ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫）：既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋　前高130（既製品）　新設（吊金具　@600以内）

竪樋：既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗　※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP65φ　新設

ＮＮ
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【自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟】

立面図
64

300×100 300×100

L=200

L=900L=900

L=100

L=100

L=900

L=100L=100

東立面図　　　　　S=1/50 北立面図　　　　　S=1/50

南立面図　　　　　S=1/50西立面図　　　　　S=1/50
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〈　現況　〉

日本瓦葺き

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

凡　　例

〈　改修　〉

鋼製建具

塩ﾋﾞ製（VPφ65）竪樋

ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網　400×200

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｶﾗｰｽﾚｰﾄ大波葺き

C

現況のまま（　　　　印　のし際　漆喰　詰め替え）

消
火
器

E

現況のまま

外部から見え掛かりのみ：既設建具　下地調整（RB種）の上、DP塗
　　　　　　　　　　　　既設建具廻り　ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち替え

既設屋根面　高圧水洗工法の上、ﾀｰﾍﾟﾝ可溶1液反応硬化形4ﾌｯ化ﾌｯ素樹脂系塗

F

G

A
G

C

火気厳禁

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

既設竪樋　下地調整（RB種）の上、DP塗
※軒樋改修の為　既設竪樋　撤去（軒ｴﾙﾎﾞ～竪ｴﾙﾎﾞまで）の上、VP65φ　新設

鉄芯入化粧塩ﾋﾞ製軒樋

鉄芯入化粧塩ﾋﾞ製軒樋 既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設（吊金具　@1,000以内）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋　前高130（既製品）　新設（吊金具　@600以内）

行わないｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修）
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【自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟】

展開図（1）
64

L=900
L=800

L=900

L=500

L=800

L=900 L=900L=900

L=600L=600

L=600L=600

L=200

L=900 L=1,000

L=1,200

A　面 B　面

C　面 D　面

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

自転車置場

通　路

自転車置場

自転車置場

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

通　路

自転車置場

自転車置場

自転車置場

GL

4

10

4

10

GL

4

10

4

10

FL（49.70）

FL（49.70）

〈現況〉水切り　ﾌｯｿ樹脂鋼板　t-0.8
〈改修〉現況のまま

〈現況〉C-100×50×20×2.3　@600　SOP塗
〈改修〉現況のまま

〈現況〉壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄ　直金ｺﾞﾃ押え
〈改修〉現況のまま

〈現況〉床：ｺﾝｸﾘｰﾄ　直金ｺﾞﾃ押え
〈改修〉現況のまま

〈現況〉ｻｲｸﾙｽﾄｯﾊﾟｰ　SUSﾊﾟｲﾌﾟ　42.7φ×3　手ｽﾘ子　34φ×3　@900
〈改修〉既設ｽﾄｯﾊﾟｰ　洗い掛け

〈現況〉素丸ｶﾞﾝﾌﾞﾘ瓦（銅線にて結束）　のし瓦
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉屋根：ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞの上、ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ　t-40、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、日本瓦葺き（ｲﾌﾞｼ桟瓦）
〈改修〉現況のまま（のし際　漆喰　詰め替え）

〈現況〉□-100×100×3.2　SOP塗
〈改修〉現況のまま

〈現況〉□-100×100×3.2　SOP塗
〈改修〉現況のまま

〈現況〉鼻隠し板　180×30（押出成形ｾﾒﾝﾄ板）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉広小舞　24×90（米栂）
淀　30×100（米栂）　品板　35×90（米栂）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉幅木（出幅木）：ﾓﾙﾀﾙ塗　金ｺﾞﾃ押え　H=120
〈改修〉合成樹脂塗系床材（平滑工法）（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉壁・梁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ
〈改修〉外壁用塗膜防水（改修工程は仕上表参照）

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製樋（既製品）　新設
（吊金具　@1,000以内）

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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【自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟】

展開図（2）

天井伏図

64

天井伏図　　　　　S=1/50

B　面

D　面

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

A

B

B

4

10

4

10

ED

4

10

4

10

C

A
C

〈現況〉□-100×50×2.3　SOP塗
〈改修〉現況のまま

〈現況〉□-100×50×2.3　SOP塗
〈改修〉現況のまま

〈現況〉鼻隠し板　180×30（押出成形ｾﾒﾝﾄ板）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶ｳﾚﾀﾝ樹脂塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉屋根：ｶﾗｰｽﾚｰﾄ大波葺き（C-100×50×20×2.3　@600　SOP塗　□-100×100×3.2　SOP塗）
〈改修〉ﾀｰﾍﾟﾝ可溶1液反応硬化形4ﾌｯ化ﾌｯ素樹脂系塗（改修工程は仕上表参照）

〈現況〉軒裏：軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0　ﾘｼﾝ吹付け
〈改修〉低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗（改修工程は仕上表参照）

〈　現況　〉

凡　　例

A ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、ﾘｼﾝ吹付け

〈　改修　〉

A

B

C

D

ｶﾗｰｽﾚｰﾄ大波葺きE

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型

軽量鉄骨天井下地の上、無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6.0、ﾘｼﾝ吹付け

B ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

C

D

E

現況のまま

既設屋根面　高圧水洗工法の上、ﾀｰﾍﾟﾝ可溶1液反応硬化形4ﾌｯ化ﾌｯ素樹脂系塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

B'

B'

B'

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）の上、ﾌﾟﾗｲﾏｰ、低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

〈現況〉軒樋：鉄芯入化粧塩ﾋﾞ樋
〈改修〉既設軒樋　撤去の上、ｽﾁｰﾙ芯入り塩ﾋﾞ製角樋　前高130（既製品）　新設（吊金具　@600以内）

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

【ｺﾝｸﾘｰﾄ塀①】

平面図

断面図・立面図

S=1/100

S=1/50

42

42

64

L=400

L=900 L=900

L=900

L=800 L=800

L=900 L=900

L=100

L=100 L=100L=100 L=100L=100L=100

L=800
L=900

L=100L=100

西立面図　　　　　S=1/50

北立面図　　　　　S=1/50

平面図　　　　　S=1/100

A　-　A　　断面図　　　　　S=1/50

南立面図　　　　　S=1/50

東立面図　　　　　S=1/50

AA

（49.60）

（49.80）

（49.60）

全面道路　市道

駐車場

植栽

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀①　H=1,500　L=5,150

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
塀
①
　
H=
1,
50
0　
L=
11
,6
50

GL（49.70）

GL（49.70）

B

C

B

A
B

B

C

GL（49.70）

B

C

A

劣化部分設計数量表（ｺﾝｸﾘｰﾄ塀①）

B'

B'

B'

1.10　m

GL（49.70）

B

C

B

B'

B

B

C

B'

A A

AA

曲り瓦

A A

止め瓦

A

〈現況〉尺冠瓦葺き
〈改修〉瓦交換（斜線部）　※丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦

曲り瓦止め瓦

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

8.00　m

欠　損

m2

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満） ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

外灯

E

〈　現況　〉

A

〈　改修　〉

凡　　例

C ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

B ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

尺冠瓦葺き（丸桟垂れ付き伏間瓦） 現況のまま（劣化補修部分　瓦交換）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2
既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

S=1/100

S=1/50

【ｺﾝｸﾘｰﾄ塀②】

平面図

断面図・立面図

43

43

64

L=900 L=900

L=900 L=300 L=1,000

L=900

L=300L=500

L=1,000 L=900L=900

L=100

L=300

L=150

L=100L=900

L=100 L=100 L=100 L=100

L=100

L=100 L=100

L=200

L=500

北立面図　　　　　S=1/50

西立面図　　　　　S=1/50

A　-　A　　断面図　　　　　S=1/50

平面図　　　　　S=1/100

南立面図　　　　　S=1/50

東立面図　　　　　S=1/50

（49.60）

（49.60）

（49.60）

AA

（49.80）

（49.70）

全面道路　市道

駐車場

植栽

ｺﾞ
ﾐ置
場

GL（49.70）

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀②　H=1,500　L=7,200

ｺﾝ
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ｰﾄ
塀
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L=
6,
25
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B
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C

B

A
B

GL（49.70）

B

C

A

劣化部分設計数量表（ｺﾝｸﾘｰﾄ塀②）

B'

B'

B'

GL（49.70）

B

A
B

C

B'

GL（49.70）

C

B

B

B'

0.90　m 10.55　m

〈現況〉尺冠瓦葺き
〈改修〉瓦交換（斜線部）　※丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦

A A

止め瓦

A

止め瓦

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

欠　損

m2

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満） ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

地蔵さん

外灯

〈　現況　〉

A

B

〈　改修　〉

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

凡　　例

C ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

尺冠瓦葺き（丸桟垂れ付き伏間瓦） 現況のまま（劣化補修部分　瓦交換）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2
既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修） 行わない
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

S=1/100

S=1/50

【ｺﾝｸﾘｰﾄ塀③】

平面図

断面図・立面図

44

44

64

L=900

L=400

L=900

L=900

L=200

L=900L=900
L=100

L=900

L=800

L=800

L=900

L=900

L=900

L=2,000

平面図　　　　　S=1/100

A　-　A　　断面図　　　　　S=1/50

西立面図　　　　　S=1/50

南立面図　　　　　S=1/50

北立面図　　　　　S=1/50

（49.70）

（49.70）
A A

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

砂場

植栽

駐車場

GL（49.70）

ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
塀
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H=
1,
50
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16
,1
50

B
A

C

劣化部分設計数量表（ｺﾝｸﾘｰﾄ塀③）

GL（49.70）

C

B

B
A

B'

B'

GL（49.70）

B

B

C

B'

A

2.90　m

A

両桟瓦

GL（49.70）

B

B

C

B'

〈現況〉尺冠瓦葺き
〈改修〉瓦交換（斜線部）　※丸桟垂れ付き伏間瓦　淡路いぶし瓦

AA

両桟瓦

※詳細は部分詳細図（5）　参照

※詳細は部分詳細図（5）　参照

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満） ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満） 欠　損

m29.50　m

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

改修工法

改修工法

欠損 改修工法

ひび割れ（0.2mm以上0.5mm未満）

ひび割れ（0.5mm以上2.0mm未満）

下地挙動緩衝材塗布工法（ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅） ▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

行わない

行わない

▲ｱｽﾍﾞｽﾄ除去

下地挙動緩衝材塗布工法（ひび割れ部にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ擦り込み、ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布の上、下地挙動緩衝材塗布　0.5kg/m2　50mm幅）

※施工に先立ち、施工数量調査を行い、報告書を監督職員へ提出すること

外灯

〈　現況　〉

A

B

〈　改修　〉

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

凡　　例

C ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しC型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しA型の上、▲下地調整、吹付けﾀｲﾙB'

尺冠瓦葺き（丸桟垂れ付き伏間瓦） 現況のまま（劣化補修部分　瓦交換）

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2
既設仕上げ面、水洗い工法（水洗い・清掃）、劣化部補修の上、
外壁用塗膜防水（仕上塗材：低汚染・水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ塗）　※2

※2…ｼｰﾘﾝｸﾞ・欠損補修等の旧塗膜がないところはﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布すること

行わないｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法（清掃、鉄筋防錆処理の上、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ補修）
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パーゴラ詳細図　　　　　S=1/50

600

700

2,
23
0

200300

50
0

3,
00
0

50
0

4,
00
0

米桧 H120×40×4000

米桧 150Φ

米桧 150Φ

米桧 H120×40×4000

米桧 150Φ

米桧 150Φ米桧 H120×40×4000

米桧 150Φ

ベンチ詳細図　　　　　S=1/20
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GRC 合成樹脂塗装
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桧材 50×135 CL仕上
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GRC 合成樹脂塗装GRC 合成樹脂塗装

桧材 50×135 CL仕上
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GRC 合成樹脂塗装

アンカーボルト
Ｍ10×150Ｌ

GRC 合成樹脂塗装

Ｌ-50×50

※　基礎撤去部分は、搬入土（A種）にて埋め戻し

※　パーゴラ・ベンチは基礎共全て撤去とする
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パーゴラ詳細図

ベンチ詳細図

S=1/50

S=1/20
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仮設計画図

（参考図）
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4階　平面図　　　S=1/2002階　平面図　　　S=1/200 3階　平面図　　　S=1/200
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透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装
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整地

〈　現況　〉

凡　　例

階
段
封
鎖

（
工
事
期
間
中
）

現場事務所
W5,450×D2,300仮

設
便
所

資材置場

住民用駐車場
※工事に使用できない

ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ　調節長　1,718～3,080mm　6本
（2階：屋根ｽﾗﾌﾞへ足場掛け時のｽﾗﾌﾞ下補強）
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工事車両進入口を示す
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南立面図　　　　　S=1/100 北立面図　　　　　S=1/100
1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=18001段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

くさび緊結式足場（手すり先行）W=900 くさび緊結式足場（手すり先行）W=900

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

1 2 3 4 5 6 123456
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

（参考図）

仮設計画図　住戸棟：立面図（1）
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西立面図　　　　　S=1/100西立面図（D通り）　　　S=1/100 東立面図　　　　　S=1/100
1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800 1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

くさび緊結式足場（手すり先行）W=900 くさび緊結式足場（手すり先行）W=900

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

（参考図）

仮設計画図　住戸棟：立面図（2）
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東立面図　　　　　S=1/50 北立面図　　　　　S=1/50

南立面図　　　　　S=1/50西立面図　　　　　S=1/50

くさび緊結式足場（手すり先行）W=600

1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800 1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800 1段目：ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ　H=1800

くさび緊結式足場（手すり先行）W=600

くさび緊結式足場（手すり先行）W=600

くさび緊結式足場（手すり先行）W=600

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り
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S=1/50

（参考図）

仮設計画図

自転車置場・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫棟：立面図
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Ⅰ．工事概要

２．建物概要

３．工事種目

建物名

工事項目／棟別及び屋外

一　

　

　

　

　

般　

　

　

　

　

事　

　

　

　

　

項

電気設備工事特記仕様書市営住宅サン緑町Ⅰ外壁等改修工事

１．工事場所 御所市本馬　　地内

●印を適用し、各一式とする。

●
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
●

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

屋外
電　灯　設　備
動　力　設　備
電　熱　設　備

情報表示設備
映像・音響設備
拡 声 設 備
誘導支援設備
テレビ共同受信設備

一　

　

　

　

般　

　

　

　

事　

　

　

　

項

適用基準等

設計図書の優先順位

官公署その他への
届出手続等

工事実績情報の登録

他工事との取合い

疑義に対する協議等

概成工期

●

●

県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携   奈良県県土マネジメント部

(２)現場説明書
(３)特記仕様書
(４)図面
(５)標準仕様書・改修標準仕様書
以上(１)から(５)の順番のとおりとする。
ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

(1.1.1.1)<1.1.1.1>(１)質問回答書(以下(２)から(５)までに対するもの)

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

こと。この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集(奈良県県土
マネジメント部)」の書式に従い、日程管理を行う。

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て受注者が行う

現場説明時の現場説明事項による。 (1.1.2.1)<1.1.2.1>

建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集     奈良県県土マネジメント部

(1.1.1.8)<1.1.1.8>

適用する。

別記工事区分表による。

と協議する。
関係で、設計図書によることが困難若しくは不都合が生じた場合は、監督職員
設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取合い等の

項目章 特記事項

平成31年版    Ver.1.0

○

※

※

※

※

※
※

※

受 変 電 設 備
電力貯蔵設備
発　電　設　備

雷 保 護 設 備

構内情報通信網設備
構内交換設備

監視カメラ設備
駐車場管制設備

中央監視制御設備
火災報知設備
防犯・入退室管理設備

医療関係設備
撤 去 工 事
構内配電線路
構内通信線路
テレビ電波障害防除設備

(外灯設備も含む)

地面（舗装がある場合は舗装下面）と埋設管天端との中間に敷設すること

JCS3271(MVVS)に準じ、絶縁材及びシースにJCS規格によるEM

○

○

○

○

○

○

●

○

○

フラッシュプレ－ト

フロアプレ－ト

盤類塗装色

寸法

上階の埋込配管

機器の取替及び改造

再使用機器

圧着端子

盤類仕様

ベ－ス

※金属製(ステンレス、新金属も含む)    ○樹脂製

水平高低調整式(空転防止付リング付、OAフロア部分を除く)
※砲金製

製造者の標準色とする。ただし、建築意匠見合いとなる部分については監督職
員の指定色とする。

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。建築意匠見合いとな
る部分については監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるのを原
則とする。

機器の取替及び改造を行った場合、取替日、請負者名、施工者名及び能力等を
記した銘板を取付ける。

取外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定のうえ取付ける。なお照明
器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃を行うこと。

丸型とする。

○
○
○
○
〇
○

分電盤

盤内配線は原則としてエコ電線とする。(消防法上はHIV)
キャビネットはステンレス製とする。
JIS C 0920に対する保護等級の試験を行う。

○

○

実験盤

アルミ製

○開閉器箱 ○制御盤 ○非接地電源用分電盤

○

盤名称・回路名称を彫刻した樹脂製の銘板で表示する。
製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号　　　　　)

積算計器(※無検定 ○検定付　別図による。(図面番号　　　　))

○

○

○

電線

電線本数、管路等

呼び線

図面に記載なきものはEM-IEとする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管
径等は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

○

○

○

○

○

○

砂利地業

屋外形手元開閉器箱

コンセントプレート

バスダクト

環境に配慮した電線
(EMケーブル)

※再生砕石

○

コンセントプレートの指定箇所に回路名称(回路番号)を付す。

エキスパンションダクトは別図による。 (図面番号        )

以下のケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。
○

○

○

ビニル電線、ビニルシースケーブル等を使用する旨の記載があるものは、EM
ケーブルの規格を含むものとする。EMケーブルの電線色別は、原則として
「標準仕様書」による。

EM-MEES

FP、FP-C、HP

○

性架橋ポリエチレンを用いたものとする。

ケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたものとする。
シースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用
いたものとする。  

(2.2.12.4)<2.2.14.4>

(2.2.9.2)<2.2.10.2>

※SUS製  ○溶融亜鉛めっき  ○鋼板製  ○        塗装○不要  ○要

標識シート

製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号        )

EM-UTP

○屋外形
プルボックス等

屋外形のプルボックス及び屋外に使用する配管支持金物等の雑材料は、SUS製
又は溶融亜鉛めっき(JIS H 8641に規定するHDZ35相当)とする。
なお、蓋用のネジは屋内外とも六角プラスビスとする。

○工事番号・工事名称・施工年月・受注者・施工者（受注者と同一でない場合）
を銘板等で表示する。

○地中埋設標 埋設票箇所数要※ ○不要箇所（　　　）

全ての地中管路に標識シート(2倍長)を設ける。

図面上合成樹脂性可とう管(以下PF管という)であっても、露出部分は鋼製電線
管で施工する。なお、鋼製電線管を使用する場合は、電線の収容本数を考慮す
る。また、屋外露出(雨線内・雨線外共)部分で明示無き場合は、鋼製電線管と
する。

○電線管

●

○

設備機能上の協議

天井点検口等

図面上において機能上疑義を生じた場合は、検討した後、監督職員と協議する。

天井点検口の裏側に用途名称を付す。また、大型プルボックスの見やすい部分
に、用途名称を付す。

○土工事 ○

JIS X 5150に準じ絶縁材にJCS規格によるEMケーブルの耐燃

(2.1.7.3)(2.1.12.3)(3.1.1.3)(4.2.1.3)(6.1.4.2)(7.1.2.3)

ボックス○ PF管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

配線室以外で露出配管の場合は、すべて化学処理(エッチングプライマー1種)
の後、調合ペイント2回塗りとする。

〇ただし厚鋼電線管は溶融亜鉛めっき（亜鉛付着量300g/㎡以上）を施したもの

とし、塗装は不要とする。

共　

　

　

　

　

通　

　

　

　

　

事　

　

　

　

　

項

実施工程表 工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。^m
実施工程表を変更する必要が生じた場合は、施工等に支障がないよう実施工程表
を直ちに変更し、当該部分の施工に先立ち、監督職員の承諾を受ける。^m

施工計画書  (1) 工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書
（総合施工計画書）を作成し、監督職員に提出する。^m

 (2) 品質計画、施工の具体的な計画並びに一工程の施工の確認内容及びその確認
を行う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）を、工事の施工に先立ち作

成し、監督職員に提出する。
(3)(1),(2)の施工計画書のうち、品質計画に係る部分については、監督職員の承
諾を受ける。また、品質計画に係る部分について変更が生じる場合は、監督職員
の承諾を受ける。  (1.1.2.2)<1.1.2.2>

※

電気保安技術者及び
工事用電力設備の
保安責任者

電気工事士

施工中の安全確保

交通安全管理

災害時の安全確保

施工中の環境保全等

施工調査

●

●

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に
努める。工事に関して、第三者から説明の要求又は苦情があった場合は、請負
者の責任において直ちに誠意をもって対応する。 (1.1.3.5)<1.1.3.5>

(1.1.3.6)<1.1.3.7>

両の出入りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等
工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車

災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災
害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告する。 (1.1.3.7)<1.1.3.8>

関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大
気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、

の安全に留意すること。又、工事着手前に警察、その他関係機関、地元自治会、

その他の化学製品の取扱いに当たっては、当該製品の化学物等安全データシー
ト（ＭＳＤＳ）を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の
確保及び環境保全に努める。建設事業及び建設業のイメージアップのために、
作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。 (1.1.3.8)<1.1.3.9>

監督職員などと十分打合せのうえ、安全管理を行う。なお、交通整理員につい
ては、現場説明事項による。

施設管理者○ ○当該施設の電気主任技術者 ○関係官公署（建築主事、消防
●署等） ○電気事業者 通信事業者 ○ <1.1.5.1><1.1.5.3>(　　　　)

保安業務を行うものとする。
工事用電力設備の保安責任者として有資格者を定め、監督職員に報告する。

(建1.1.3.4)

行う。
契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を

現場説明時の現場説明事項による。

(1.1.3.2)<1.1.3.2>
電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、当該現場における電気工作物の

※

※

※

● 工事の着手に先立ち、施工計画調査を行うと共に、次の関係者と当該工事に
必要な事前打合せを行う。

(1.1.3.3)<1.1.3.3>

※

施工条件※

○地中埋設物等 標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。
　施工前に、当該工事にかかわる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート
　内の既設・配管配線を含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及
　び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職
　員と協議する。

風圧力に対する性能（建築基準法に定められた風速及び地表面粗度区分）

太陽光発電装置○風力発電装置
○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト ○
○

建築基準法に定めるところによる風圧力(耐風力)検討(計算)書を監督職員に提

○受雷部システム及び引下げ導線システム
出する。なお、検討(計算)範囲は、それぞれの取付部分を含むものとする。

○

風速( ○30 ○32 ○34 ) 地表面粗度区分 ( ○ ○ ○ ○Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ )

風圧力の検討

既存のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモン
ドカッタ－とし、復旧はモルタル補修とする。梁貫通は不可。

○はつり

※建築物等の利用に関する説明書、機器取扱い説明書、機器性能試験成績書、

完成写真として、全紙パネルを    部提出する。

(1.1.7.1)(1.1.7.2)(1.1.7.3)<1.1.11.1><1.1.11.2><1.1.11.3>

○

する。 
既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し、全体完成図として提出
既存完成図の修正(多年度継続工事の場合)
する部数を提出する。
各種承諾図、工事写真、その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示
保証書、施工図(制御システム図・機器配管固定の施工図等)、施工計画書、
その他の引き渡し書類○

　官公署届出書類、主要な機器一覧表を提出する。

保全に関する資料○
参考CADデータの貸与

完成図CADデータの提出

※受注者において完成図を作成し、糊張製本「　」部提出する(原図共)

○あり　○なし

　製本サイズ　　○Ａ１　●Ａ２　○Ａ３

※作成する(機器製作図含む)

備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの(ただし、
●

○

●

●

機材等

化学物質の濃度測定

※

※本工事に使用する設備機材等のうち、設備機材等指定表等により特定のもの

測定対象化学物質  ホルムアルデヒド  トルエン  キシレン  エチルベンゼン
                  スチレン
測定対象室及び測定箇所数

測定方法は監督職員の指示による

評価の有効期限内のものに限る)を使用する。この場合、評価書の写しを
もって、標準仕様書第１編１．４．２(ｂ)の品質及び性能を有することの証
明となる資料(製作図、試験成績書等は除く)に替える。ただし、これらと同
等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

が特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものを使
用する。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

室  名
箇所数

(1.1.5.7)<1.1.6.8>

化学物質を放散させ
る建築材料等の使用
制限

※本工事の建築内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　性能を有すると共に、次の(1)から(4)を満たすものとする。

(1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ
　、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤
　、保温材、緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、ホルムアルデヒド及びスチ
　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ
　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
(2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少
　ない材料を使用する。
(3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル
　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料
　を使用する。
(4)(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、
　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、及びスチレンを発散しないか、発
　散が極めて少ない材料を使用したものとする。
また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は次のとおりと
する。
規制対象外
　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホル
　　ムアルデヒド発散建築材料以外の材料
　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受け
　　た材料
第三種

　　　材料
　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受
　　　けた材料

分類・規格
○
○

カラーサービス版
カラーキャビネ版

撮影枚数 原板の大きさ(mm)
○
○

24×36以上
100×125以上

部数 その他

●工事写真・完成写真※工事写真  「工事写真の撮影マニュアル(奈良県県土マネジメント部監修)」による。

※完成写真　　※工事写真に準じて作成する。
○下表による。

監督職員指示箇所

○県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携(奈良県県土マネジメント部)
に定める中間検査による。

○

○中間技術検査の実施

(1.1.6.2)<1.1.10.2>(                                          )

○
(ただし、上記写真は、アルバム製本とする。)

別添(設備機材)に掲げる設備機材は(一社)公共建築協会発行「建築材料・設

※実施する(○着工前  ※施工完了後　〇（　　　　）)

※完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする
※ ※あり

完成時の提出図書

(1.1.3.9)<1.1.9.1>

●耐震施工

重要機器(水槽類)は、下記による。(水槽類にはオイルタンク等を含む。)
○
○
上層階の定義は、次による。6階建以下の場合は 上階、7～9階建の場合は
上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階。

設置場所

上層階、屋上及び塔屋
中間階
1階及び地下階

配電盤
電算用電源

設計用標準水平震度

注、(    )の内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

○
○

直流電源装置
中央監視装置

○
重要

機器
2.0(2.0)
1.5(1.5)
1.0(1.0)

特定の施設

水槽類
2

1.5
1.5

○
○UPS装置

一般
機器

1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

※
重要

機器
1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

一般の施設

○
○

交換機
防災機器

水槽類
1.5
1
1

○
○

一般
機器

1.0(1.5)
0.6(1.0)
0.4(0.6)

<2.2.1.14><3.2.2.1><4.2.2.1><5.2.2.1><5.2.3.1><6.2.1.12>

非常用発電装置

(2.2.1.13)(3.2.1.1)(4.3.1.1)(5.2.1.1)(5.2.2.1)(6.2.1.11)

設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針(独立行政法人国土交通省国土
技術政策総合研究所・建築研究所監修)2014年版」による。なお設計用水平地震
力は、次に示す設計用標準水平震度に、機器の重量を乗じたものとする。また、
設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

性能確認試験

試験の箇所数 改修標準仕様書(建築工事編)による。
基準試験法による。

※行わない
確認強度

あと施工アンカー○ ○
○

○行わない 金属探知機により行う )
行う（図面番号　　　　）

埋込み配管等の探査 (
<1.2.12.3>

<1.2.12.3>

(一社)日本建築あと施工アンカー協会によるあと施工アンカー

※提出部数（※１部　〇「　　」部）

機材の試験●
作成のうえ、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。
機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

(1.1.4.2)<1.1.4.2>色彩による表示○ 監督職員の指示による。

(1.1.4.5)<1.1.4.6>

○見本施工の実施 図示  (図面番号        ) (1.1.5.3)<1.1.6.4>

発生材の処理等● ○引き渡しを要するもの  (                )

○現場において再利用を図るもの (                 )

○
○蛍光ランプ ○HIDランプ ○ ○(            )小型二次電池

(建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)
※

再資源化を図るもの

再生資源利用〔促進〕計画(実施)書を提出する。

産業廃棄物の処理
関係法令に従い、構外搬出適切処理とし搬出書類等提出する。なお、県内の

終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税条例相当額を
支払うこと。

○特定家庭用機器再商品化法に該当するものは適法処理する。

○(            )

○ユニット形エアーコンディショナー(ウィンド形エアーコンディショナー
  又は室内ユニットが壁掛け形若しくは床置き形であるセパレート形エアー
  コンディショナーに限る。)

産業廃棄物管理票(マニフェスト)を提出する。（D,E票の写し）

※

※

　　①建築基準法第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築

予備配管 分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合(E25)を
1本、5個以上の場合(E25)を2本天井内まで立ち上げる。

○

スイッチ 大角ネ－ム付とする。換気扇用スイッチは確認表示灯付とする。○

○ワイドスイッチ

○ 照明制御装置

○配管　○配線　●機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

LED照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とJILで異なる場合、JILの規定を

●

● LED照明器具の規格

工事範囲

〇調光器（図面番号　　　）

照度測定を行う。

●

●

防水試験

照度測定

防爆及び防湿型の照明器具は防水試験を行う。

(2.2.18.2)<2.2.20.2>

※傾斜天井対応の器具を使用する。

測定結果はJIS Z 9110およびJIS Z 9127の推奨照度の照度範囲内であることを

確認する。

○ 傾斜天井

●非常用照明

する。

LED照明器具を用いる非常用照明は、床面において水平面照度で２lx以上を確保

○電源別置形電源内蔵形

○引出し形○飛び出し形 ○内部固定形 ○外部固定形 ○ＯＡフロア用フロアコンセント○

●

○別途工事により対応する。

〇人の通り抜けと滞在を識別して制御を行う。

〇センサー設定器を　個附属すること。

電　

　

灯　

　

設　

　

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

全体の(    )%○全数

中央監視制御装置による監視

○

○

試験個数

警報盤による代表監視

散水試験を行う。

調機を停止させる。
火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空

○

自動連動回路は、試験運転にした場合連動しないものとする。
単位ユニットの電流計はコンデンサよりも負荷側に接続する。

制御盤の散水試験 

インタ－ロック

監視方法

制御盤

○

○

○

○

工事範囲○
動　

　

力　

　

設　

　

備　

電
熱
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

(2.1.6.3)
(2.1.6.2)

(2.1.19.1)

○工事範囲

○
○

○適用ＪＩＳ
○

JIS A 4201-2003
JIS A 4201-1997

※

○

○

(2.2.17.4)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○
○
○

Ａ型接地極
Ｂ型接地極
構造体利用接地極 (大地抵抗率測定用接地補助極を構造体下部に設ける。)

雷　

保　

護　

設　

備

雷保護

接地

外部雷保護
内部雷保護 ※C種又はD種接地工事の接地線の太さは8mm以上とする

(2.2.13.2)

(2.2.13.9)

○保護レベル ○Ⅰ ○Ⅱ ○Ⅲ ○Ⅳ

鋼製突針支持管○ 一段目の長さは　※4000mm以上　〇　　mm以上○

※圧着、ねじ締め、ボルト締め鉄骨及び鉄筋との○
接続 〇溶接

(2.2.17.3)

○
○

○

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装

仕      様
仕上げの程度

屋      根
内壁・天井

床
部      位

○

※合板張り又は石膏ボード張り＋塗装
※合板張り又はビニル床シート張り

（総合会議室を含む） （規模※10㎡程度 〇20㎡程度 ○30㎡程度 〇65㎡程度 〇100㎡程度

(1.2.1.1)<1.2.2.7>監督職員事務所

仮　

　

　

　

　

設　

　

　

　

　

工　

　

　

　

　

事

●足場、さん橋類 ※関係者が設置したものは無償で使用できる。

（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に
関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」
に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、
解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基
準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により
行うこと。

(1.2.1.1)<1.2.2.2>
○

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」
本工事で設置する。

○工事用仮設物 構内につくることが ※できる ○できない

備品等

監督職員事務所の〇
備品の種類 机・椅子 書棚 ホワイトボード

黒板又は

　　　　　個数　　量

備品の種類

数　　量

備品の種類

数　　量

備品の種類

数　　量

その他事務所として通常必要な備品を揃えること

　　　　　個

掃除具

　　　　人用

衣類ロッカー

　　　　　足

ゴム長靴

　　　　　組 　　　　　台

雨がっぱ 安全帯

　　　　　台

周辺機器

　　　　　台

パソコン

　　　　　台

冷暖房機器

　　　　　着

加入電話機

　　　　　個

掛時計

　　　　　個

懐中電灯

　　　　　個

　　　　　台

(1.2.1.1)<1.2.2.7>

※

　※契約電力500kW未満の自家用電気工作物

　〇契約電力500kW以上の自家用電気工作物

　〇一般用電気工作物

　〇電気事業用電気工作物

２)

２．特記仕様
１)

表示番号は、改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。
特記事項に記載の(    )内表示番号は、標準仕様書の編・章・節・項を示す。また、<    >内

１．共通仕様
１)

２)

Ⅱ．電気設備新築・改修工事仕様

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築
工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という)、公共建築改修工
事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下｢改修標準仕様書｣という)及び公共建築設備
工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という)による。
工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

○

適用する。

湯沸器

　　　　　個

ヘルメット

構造 延面積(㎡) 消防法令別表第一階数 耐震安全性の分類

※本工事

地中埋設管
根切り土の中の良質土を使用し､十分な締め固めを行う。※

○残土処分
〇山砂の類を使用し､十分な締め固めを行い､水締めを行う。

図面に明記なきコンクリート設計基準強度及びスランプは､下記による。

○ ○地中埋設管の埋戻土

○ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

スランプ　　　※18cm以下　　 〇

○電線接続

よう山砂の類で管の周囲を埋戻した後、掘削土の良質土で埋戻す。

(2.2.1.1)<2.2.1.2>

設計基準強度　※18N/mm2以上　〇

屋外でケーブル相互の接続または端末処理を行う場合は、被覆の伸縮対策を施す

※構外搬出適切処理 〇構内指示の場所に敷きならし
(1.2.2.1)<1.2.3.1>

コンクリート管以外の管を地中埋設とする場合は、管及び被覆樹脂を傷めぬ

３．電気工作物の種類　　※印または●印を適用とし、●印を優先とする。

共　

　

　

通　

　

　

事　

　

　

項

項目及び特記事項は、※印または●印を適用とし、●印を優先とする。

調光下限値、感知時間等システム設定は監督職員の指示による。

〇照明制御監視装置は次の機能を有する。（図面番号　　　）

適用する。

共同住宅 ＲＣ造 ４ ９４９.５２

共同住宅

○

●

○
○

５項　ロ

E

50

01

64
電気設備工事特記仕様書（１） NON
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章

一

般

事

項

特

別

管

理

産

業

廃

棄

物

等

の

処

理

等

項目

○

○

○

石綿作業主任者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

特記事項

※

※

※
  使用状況調査(製造所名、製造年、形式、種類、数量等)
  処分条件調査(収集運搬業者、処分業者、回収業者、産業廃棄物処理施設等)
  調査結果報告書の提出

適用する

適用する

【9.1.2】

【9.1.2】

[5.1.3]

○

○

施工調査等

アスベスト含有材
リスト

施工調査(アスベスト含有建材の有無)  
※

○
○

監督員、工事監理者、請負者立会のもと調査を行う。
目視及び設計図書等による製造年等の確認

(                              )
(                              )

【9.1.1】

○(                              )
○(                              )

環

境

配

慮

改

修

工

事

（

ア

ス

ベ

ス

ト

処

理

）

○

○

特別管理産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

の処分等
○

種類
○
○
○
○
○

○
種類

○
○
○
○

○

特別管理産業廃棄物

廃石綿等
PCBを含む機器類
PCB含有シーリング材
廃油
廃酸・廃アルカリ

特殊な建築副産物の回収及び処分

フロン
ハロン
イオン化式感知器
六フッ化硫黄(SF6)ガス

特定化学物質

処理方法
※
※
※
○
○
○

処理方法
※
※
※
※
○
○

アスベスト含有建材の除去等による
保管(保管場所：                )
保管(保管場所：                )
中間処理施設再生処理
製造業者又は専門業者(回収委託)
再生処理

登録回収業者(回収委託)
設備設置業者(回収委託)
製造業者又は販売業者(回収委託)
製造業者又はガス回収業者(回収委託)
再資源化
回収 ○

○再使用

○

○
○

焼却処分

再利用
再利用

○
○

破壊
保管

[5.4.1]

[5.5.1]

(                              )
(                              )

○
○(                              )

○
○

○微量PCBの測定を行う。（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査を行う(適用範囲：                    )調査

処分 破壊

等リスト
(                              )

○
破壊○

○除去後の仕上げ ○仕上げ表による。

手続き等○
は奈良市保健・環境検査課)に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容
を周辺住民の見やすい場所に掲示すること。

所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター(奈良市内において※

○アスベスト含有建材の分析調査
分析方法

分析結果報告書の提出

○
※

JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による
「建材中の石綿含有率の分析方法」(平成18年8月21日基発第0821002号、
基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0208003号)による。

○アスベスト含有保温
材等の除去及び処分

除去方法
手ばらし（湿潤化）

密封処理
埋立処分○

※
処分

除去物及び汚染物等の処理
セメント固化○
○溶解固化

※
一時保管場所(                        )

○(　        　        )
【9.1.1】【9.1.4】

○アスベスト含有成形
板等の除去及び処分

除去方法
※手ばらし（湿潤化） ○(　         　       )

【9.1.1】【9.1.5】

溶解固化
一時保管場所(                        )

○埋立処分○処分

○
　岩綿吸音板・硅酸カルシウム板は安定型処分場に廃棄すること
※石膏ボード・化粧石膏ボード・エルボ保温材・煙道断熱材は管理型処分場

平成31年版　　Ver.1.0

処分場

○
○

○基礎

○配電盤形式

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ＰＦ・Ｓ形　(変圧器容量300kVA未満)

○ＣＢ形

○受電電圧 ※高圧受電(6.6kV)  ○特別高圧受電(　　　kV)

認定キュービクル○

○設備容量

消防法に基づく登録認定機関による「キュービクル式非常電源専用受電設備」

の認定を受けたものを使用する。

○変圧器 ※「トップランナー変圧器2014」適用品を使用すること

○変圧器総容量     100  kVA ○

※油入 ○ ○ガス入モ－ルド

○ダイヤル温度計付○防振ゴム付 ○移動車輪付

高圧電動機総容量            kW  

○

○

○

高圧側設置

低圧側設置

ＡＰＦＣ(自動力率調整器) 設けない○※設ける

※別途工事 ○本工事 ○既設

※6%    ○13%

○進相コンデンサ

○直列リアクトル

○接地の共用 Ａ種接地、Ｃ種接地及びＤ種接地の接地極は共用し、接地抵抗値は10Ω以下と
する。

○

○

○

盤内換気扇

盤内ヒ－タ

付属品等

○屋内用配電盤の場合、外部換気扇連動(※端子    ○スイッチ)を設ける。

公称羽根径は300mmφ(鋼製)とし、電源100Vは配電盤内より供給する。

○その他

予備限流ヒューズを収納ケースに入れ、盤内に収納する。

○
○
○
○
○
○

低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。
低圧配電盤に内部点検空間を設ける。

○
○
○
○
○

接地抵抗値測定用端子を測定しやすい位置に設ける。
キャビネットはステンレス製とする。
据え付け用架台は溶融亜鉛めっきとする。
キュ－ビクルの内部から回路名称がわかるように表示する。
屋外キュービクルのネットフェンス
内部の点検用スペ－スは三方をアクリル板で囲む。

※本工事 ○別途工事

配電盤内部照明用はLED照明器具とし、盤前後の扉ごとに設ける。
低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。

主遮断装置、変圧器、低圧主回路導体にそれぞれヒ－トラベルを貼付する。
接地線用の銅帯母線を設け、接地線の取出しが一ヶ所に集中するのを避ける。

盤内ヒ－タ及び同用スイッチを設ける

サ－モスタット(30℃～40℃可変形とし、（※35℃　〇　℃）にセット)及び
切替スイッチ(自動・手動・断)を設ける。

停電作業に伴い、電気主任技術者を立ち会わせること。

受　

　

　

　

変　

　

　

　

電　

　

　

　

設　

　

　

　

備

○

○

工事範囲

工事種類

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○直流電源装置　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

90Ｖとする。

直流電源装置の過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は○その他

電

力

貯

蔵

設

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ガスエンジン発電装置

○ガスタービン発電装置

○マイクロガスタービン発電装置

○ディーゼル発電装置

○燃料電池発電装置

○熱併供給発電装置（コージェネレーション装置）

工事範囲

工事種類○

○

○太陽光発電装置

○用途 ○非常用発電設備

○常用発電設備（※系統連携型　○独立型）

○風力発電装置

○小出力発電装置

○基礎 ※別途工事　○本工事　○既設

○騒音低減性能 ○超低騒音型　○低騒音型　○通常型

○低圧用SPDの性能　※標準仕様書による　〇（図面番号　　　）

○磁わい式液面検出装置○主燃料槽等
○液面指示計器は磁わい式とする。

発　

　

電　

　

設　

　

備

(5.1.7.4)

(5.1.1.6)

設
備

○

○

工事範囲

工事種類

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

情

報

表

示

設

備
○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○工事範囲

○工事種類

○放送設備の兼用

増幅器○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

非常放送設備を一般放送設備と兼用する。

○ ○ ○非常放送設備 一般放送設備

自動放送はアッテネ－タを経由した回路とする。○

拡

声

設

備

映
像
・
音
響

○マルチサイン装置　○出退表示設備　○時刻表示設備　〇時刻同期装置

構
内
情
報

UTM○ 機能は別図による（図面番号　　　） (6.1.5.6)

通
信
網
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付○工事範囲

○形式 ○ボタン電話装置 ○交換装置

○ ○外部固定形 ○内部固定形 ○回転形または上下動形フロアコンセント

※本工事 ○別途工事○保安器用接地工事

構

内

交

換

設

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○

○

工事範囲

工事範囲防
犯
・
入
退
室
管
理
設
備

工事種類○ ○機械警備用配管　○防犯設備　○入退室管理制御装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

構 
 
 
 

内 
 
 
 

配 
 
 
 

電 
 
 
 

線 
 
 
 

路

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○ふ設方法 〇
埋設深さ

地中埋設式
図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)
-600mm以下とする

○架空線式

○区分開閉器 ○架空引込用 ○地中引込用
ステンレス製鋼板○

制御電源用変圧器避雷器 ※○
※屋外形（ステンレス鋼板性収納箱・鍵付き）

引外し装置なし○
ＳＯＧ制御装置
内蔵機器

用途
構造

○自立開閉器　基礎 ※別途工事　○本工事　○既設

○

○

○

○

○

○

マンホ－ル及び

余長

高圧ケーブル、

避雷器

装柱材

外灯

ハンドホール

がいし、端末処理

構造、寸法は
蓋の用途表示は
ケ－ブルが直接接触しない場合の金物は接地を省略してもよい。

高圧ケ－ブルは、マンホ－ル、ハンドホ－ルまたはキュ－ビクル内等の1ヶ所
で約3mの余長をとる。

○
○
○

一般用

屋外形

一般用

一般用
鋼製屋外灯ポ－ルは溶融亜鉛めっきとし、指定色塗装とする。
接地は各ポ－ル毎に施す。

○

○

○

○

※標準図による。
○

耐塩用

耐塩形

耐塩形

景観照明用

奈良県高圧

○重耐塩用

○

基礎

○
奈良県電気

別図による。(図面番号      )

※本工事

○

○

○

別途

強電・弱電用セパレート

とする。

照明用ポ－ルに ○配線用遮断器（引き外し装置なし）
○カットアウトスイッチ（素通しヒューズ）

を内蔵する。

(2.1.4.2)

※

※

※

〇ハンドホ－ルにおいてケ－ブル支持材を設けない

○ ○機器 警報盤 ○簡易型監視制御装置 ○監視制御装置

中
央
監
視
制
御
設
備

○ナースコール設備

○工事範囲

○非接地電源用分電盤 キャビネット ( ※鋼板製 ○SUS製 )

○基本形ナースコール装置
○
○
○病床ユニット

(8.3.1.2)
(8.3.1.3)携帯形ナースコール装置

情報表示形ナースコール装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

医
療
関
係
設
備

火　
　

災　
　

報　
　

知　
　

設　
　

備

工事種類○ ○自動火災報知設備 ○自動閉鎖設備 ○非常警報設備 ○ガス漏れ火災警報設備

連動制御器○ ○
○ダンパ等(全数)復帰用の予備電源容量をもつこと。

単独 ○自動火災報知装置受信機と一体
(6.1.17.2)

自動閉鎖装置○ 防火戸用(DC24V    0.6A以下  電磁式またはラッチ式)
防煙ダンパ用〔別途工事  瞬時通電式または電動式DC24V 0.6A以下、
遠方復帰機構(電動式)DC24V 0.7A以下〕
防火シャッタ用  (別途工事  DC24V  0.6A以下)

○
○

○ (6.1.17.3)

非常警報装置○ 非常放送装置 ○非常ベル(自動式サイレンを含む。) (6.1.18.1)

○ガス漏れ火災警報
装置

単独形 ○自動火災報知装置受信機と一体

○○都市ガス用 LPガス用ガスの種類

○

○ ○

(6.1.19.2)

R型受信機 感知器等の増設や変更に伴う設定は監督員の指示による

○消火ポンプの始動 ※開閉弁開放（易操作性１号消火栓及び２号消火栓）

○

○

消火栓箱内押ボタン（１号消火栓）

発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける）

(3.1.9.8)

(8.3.1.4)
(8.3.1.5)

(8.2.1.2)

<6.2.1.16>

○

駐

車

場

管

制

設

備

工事種類○
(6.1.10.3)

(6.1.10.2)

トイレ等呼出装置

インターホン○

○

○音声誘導装置
誘
導
支
援
設
備

●工事範囲

○アンテナ (6.1.11.3)

○配管　●配線　○機器取付　○機器移設・改設　●取り外し再取付

○アンテナマスト ○壁面取付形 ○自立形

○電界強度等 電界強度及び画質は、 上階が打上がったときに、アンテナ取付け予定位置、
またその周辺で測定する。(測定チャンネルは別図による(図面番号      ))
その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

溶融亜鉛めっき ○ステンレス※ (6.1.11.3)

テ 

レ 

ビ 

共 

同 

受 

信 

設 

備

○受付呼出装置

○テレビインターホン 親機には、子機カメラ角度調整機能付とする。

〇通話機能

○UHF(全帯域用) ○BS･110°CS　○CS

(6.1.10.7)

(6.1.10.8)

(6.1.10.4)

(6.2.19.3)<6.2.21.3>

○工事範囲監
視
カ
メ
ラ
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○

○

カラーモニタ

時刻同期装置

解像度は別図よる（図面番号　　　）

設置する

(6.1.13.3)

(6.1.13.5)

○

○

工事範囲

ふ設方法 ○
埋設深さ

地中埋設式
図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)
-600mm以下とする

○架空線式

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○マンホ－ル及び
ハンドホール

構造、寸法は
蓋の用途表示は

※標準図による。
○奈良県通信 ○

○別図による。(図面番号      )
とする。

構

内

通

信

線

路

テ

レ

ビ

電

波

障

害

○工事範囲

○事前調査 調査箇所数        箇所
調査チャンネルは別図による。(図面番号              )

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付
　

　

　

防

除

設

備

(6.2.20.2)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付○工事範囲

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

工事範囲○ ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○工事範囲 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

Ⅲ．電気設備解体工事仕様
１．共通仕様

２．特記仕様

１)

２)

１)

２)

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解

工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を
適用する。

内表示番号は、建築改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

解体共通仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改
修工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版」(以下建築改修標準仕様書」という。)による。

特記事項に記載の[   ]内表示番号は、解体共通仕様書の編・章・節・項を示す。また、【   】

体工事共通仕様書・同解説(平成24年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。ただし、

  テレビ共同受信

  火  災  報  知

  壁付インタ－ホン(一般)
  壁付アウトレット(一般)
  壁付アウトレット(和室)
  機器収容箱
  直列ユニット(一般)
  直列ユニット(和室)
  受信機・副受信機
  機器収容箱
  発信機
  ベル
  表示灯
  液化石油ガス用検知器

  １，３００
  １，３００
  １５０
  ２００
  ３００
  １５０
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ２，３００
  ２，１００
  ３００  床上～上端

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  天井下～上端

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  １，３００
  誘  導  支  援   テレビインタ－ホン(親機)

  テレビインタ－ホン(子機)
  外部受付用インターホン(親機)
  外部受付用インターホン(子機)

  １，３００

  １，３００
  １，０００
  ６００以下

　壁付押しボタン（ひも付）   ４００～５５０
  ４００  (トイレ等呼出)

  壁付握りボタン(トイレ等呼出)

  外部受付用インターホン(呼出ボタン)

  床上～中心
  床上～中心
  便器座面～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～下端
  床上～呼出釦
  床上～下端

  １，１００以下

  床上～中心
  床上～中心　壁付呼出表示灯（トイレ等呼出）

　壁付復帰ボタン（トイレ等呼出）
　(天井高)×０．９
  １，３００

  可変速運転用インバータ装置
  盤類(分電盤(実験盤を含む)、制御盤、キュービクル式配電盤、高圧スイッチギヤ(CW形)、
  高圧スイッチギヤ(PW形))
  高圧機器(高圧交流遮断器、高圧進相コンデンサ、高圧限流ヒューズ、高圧負荷開閉器、
  高圧変圧器(特定機器)、高圧避雷器)
　絶縁監視装置(高圧回路の絶縁監視装置、低圧回路の絶縁監視装置)

  太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)
  監視カメラ装置
  中央監視制御装置
　サージ防護デバイス(低圧用SPD)

  LED照明器具（屋内に限る）、照明制御装置

  交流無停電電源装置

  蓄電池(ベント形据置鉛蓄電池、制御弁式据置鉛蓄電池、据置ニッケル ・カドミウムアルカリ蓄電池、
シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池)

設備機材

  電灯動力共通

  電          灯

  引込用計器
  引込開閉器
  分電盤
  スイッチ(一般)
  スイッチ(身障者用)
  スイッチ(自動扉用)
  コンセント(一般)
  コンセント(和室)
  コンセント(台上)

  １，８００～２，０００
  １，８００～２，２００
  １，５００
  １，３００
  １，１００
  １，７００
  ３００
  １５０
  １５０～３００

※取付高さは標準であり、監督職員の承諾を受けて変更してもよい。機器取付高さ

  コンセント(機械室・車庫)
  ブラケット(一般)
  ブラケット(踊場)
  ブラケット(鏡上)

  ８００～１，３００
  ２，１００～２，３００
  ２，０００～２，５００
  ５０

  コンセント(車椅子用)   ９００

  動          力   壁掛形制御盤
  手元開閉器
  操作スイッチ

  １，５００
  １，５００
  １，３００

  構内情報通信網   壁付アウトレット（一般）
  壁付アウトレット（和室）

  ３００
  １５０

  構  内  交  換   端子盤(室内)
  集合保安器箱

  ３００
  ２００

  壁付アウトレット(一般)
  壁付アウトレット(和室)   １５０
　壁掛電話機   １，３００

  情  報  表  示   表示盤
  壁付発信機
  ベル・ブザ－・チャイム
  壁掛形親時計
  子時計

  ２，３００
  １，３００
  ２，３００
  １，５００
  ２，３００

  拡          声
  壁付アッテネ－タ
  壁掛形スピ－カ

  １，３００
  ２，３００

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  天井下～上端
  床上～下端
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  鏡上端～下端
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  地上～窓中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

名  称 測  点 取付高(mm)

  １，３００

（1）雨水排水（配管、ます、ふた）

（2）汚水、雑排水（配管、ます、ふた）

　 　敷地内合流（雨水、汚水、雑排水）の場合

（6）屋外くつ洗い流し

（7）便器、洗面器

（8）洗面カウンター

（9）ステンレスL型手摺

（12）背もたれ（多目的便所 大便器用）

（13）スタイルボード

（14）オムツ交換ベッド

（16）ベビーチェアー

（15）ダストボックス

（17）黄銅製 フック

（18）化粧鏡（多目的便所共）

（11）ステンレス跳ね上げ手摺

（10）ステンレス手摺(小便器用)

（5）機械室、ます、ふた

（4）下水本管への接続

（3）
工事関係

 衛生設備

（1）外部足場

（6）上記料金

（8）現場事務所

（9）仮設便所

（12）洗車員

（1）屋外基礎

（1）貫通孔材

（4）貫通孔、箱入れ穴埋め

（5）上記の墨出し及び集計（梁、床、壁）

（2）アウトレッドボックス類

（3）上記の墨出し及び集計

４

開口補強

（3）床、壁開口部の箱入れ及び・補強筋

（2）貫通孔材の補強筋

（1）天井、軽鉄間仕切りの開口(ボード等の切込み及び補強共)

開口補強
 躯体の３

　　　（軽荷重）屋外機

 基　　　礎２

（11）道路清掃

（10）仮囲い、ゲート

（7）監督員事務所

（5）工事用電力、電話、水道引込工事

（4）既存部分の養生

1
記号 項　目
　仮　　　設

　 　墨出し、養生、清掃

細　　目

（3）

（2）内部足場

 仕上材の

建築 電気設備 機械設備 備　考

５

６

７

８

９  その他

取合
 設備間の

 電気設備
工事関係

備工事関係
 空気調和設（1）外部ガラリ（ダクト接続の場合取付枠共）

（2）内部ガラリ（ドアガラリ）

（5）換気扇用取付枠

（3）内部ガラリ（レターンガラリ）

（4）厨房フード（幕板、吊りボルト共）

（6）ウエザーカバー

（7）防火区画、ダクト貫通部鋼枠

（1）屋外ポール塗り替え

（2）煙感知器連動防火戸のラッチ受座取付用切込補強

（3）煙感知器連動防火戸の磁石式吸着板、電磁式ﾗｯﾁ受座取付

（4）自動ドア電源供給（１次配線）

（5）自動ドア電源供給（２次配線及びｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ）

（6）電動シャッター電源供給（１次配線）

（10）パッケージ形空調機電源供給（１次配線）

（9）ユニット機器等電源供給（２次配線）

（8）ユニット機器等電源供給（１次配線）

（7）電動シャッター電源供給（２次配線）

（8）パッケージ形空調機（ルームエアコン等を含む）の

（7）電極棒及び電極帯

（6）小便器用節水装置への電源供給配管配線

（5）煙感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配管配線

　　　　　　　　　　　　　　　 との配管配線及び接地

（4）空冷パッケージ及び全熱交換形換気扇と操作スイッチ

                                     の渡り配管配線

（3）自動制御盤と動力制御盤への電源供給及び操作回路

（2）機器付属の制御盤への電源供給配管配線

（1）機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

　　　　　　　　　　　　　　   二次側配管配線及び接地

（1）配管、配線トラフ（ふた、セパレーター共）

（2）点検口（床、天井、壁、補強共）

（3）屋外貯油槽

（5）引き渡しまでの電力・水道料金

（4）ガス漏れ警報器（単独）

●

●
●
●

●
●
●

●

●

●
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ホール

バルコニー

床の間

バルコニー

押入押入

バルコニー

LD

洗面

浴室

押入

便所

ホール

台所

玄関

押入 CL

洋室

和室６帖　２

押入

押入

ホール

玄関

DK

便所

洗面

浴室

LD

上部吹抜

UP

上部吹抜
台所

玄関

Roof

CL

洋室

押入

和室６帖　２

押入

洗面

浴室

便所

押入 押入

和室６帖 １

和室６帖 １

和室６帖 １

M

M

M

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

Ｎ

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

2階　平面図　　　　　S=1/100

F

開放廊下

和室６帖　２

ELV

電灯設備　2階平面図(改修)
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ＬＥＤ非常用照明器具 ２０Ｗｘ１灯相当

記　号 名　称 形　状

凡　　例

ＬＥＤ非常用照明器具 ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

階段

開放廊下

（注記）

１．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

２．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

ａ２１ －　１台

ｂ３０ －　１台
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洗面

押入

浴室

押入

押入

押入

床の間

バルコニー

バルコニー

和室６帖　２

LD

ホール

台所

玄関

押入

ホール

玄関

上部吹抜

バルコニー
DK

便所

ホール

洗面

浴室

LD

上部吹抜
台所

玄関

押入

和室６帖　２

押入

浴室

洗面

便所

押入 CL

洋室

UP

上部吹抜

CL

洋室

押入

便所

押入

和室６帖 １

和室６帖 １

和室６帖 １

M

M

M

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

Ｎ

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

3階　平面図　　　　　S=1/100

F

開放廊下

和室６帖　２

ELV

電灯設備　3階平面図(改修)
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階段

開放廊下

（注記）

１．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

２．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

ＬＥＤ非常用照明器具 ２０Ｗｘ１灯相当

記　号 名　称 形　状

凡　　例

ＬＥＤ非常用照明器具 ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

ａ２１ －　１台

ｂ３０ －　１台
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

4階　平面図　　　　　S=1/100

開放廊下
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電灯設備　4階平面図(改修)

（注記）

１．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

２．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

階段

開放廊下

ＬＥＤ非常用照明器具 ２０Ｗｘ１灯相当

記　号 名　称 形　状

凡　　例

ＬＥＤ非常用照明器具 ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

ａ２１ －　１台

ｂ３０ －　１台
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S=1/100
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

1階　平面図　　　　　S=1/100

和室６帖

F

開放廊下

和室６帖　２

ELV

ELV.M

UP

UP

電灯設備　1階平面図(既設)
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非常用照明器具

記　号 名　称 形　状

凡　　例

開放廊下

（注記）

１．図中（　　　）は器具の撤去を示す。

（撤去）

２．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

ＶＶＦ２.０－３Ｃ
２.０

１．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

ハロゲン　３０Ｗｘ１ －　２台
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

2階　平面図　　　　　S=1/100

F

開放廊下

和室６帖　２

ELV

電灯設備　2階平面図(既設)
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階段

（撤去）

開放廊下

（撤去）

非常用照明器具

記　号 名　称 形　状

凡　　例

（注記）

１．図中（　　　）は器具の撤去を示す。

２．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

１．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

非常用照明器具 ２０Ｗｘ１灯相当

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

直付型　　２０Ｗｘ１ －　１台

ハロゲン　３０Ｗｘ１ －　１台
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市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

3階　平面図　　　　　S=1/100

F

開放廊下
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電灯設備　3階平面図(既設)

非常用照明器具

記　号 名　称 形　状

凡　　例

（注記）

１．図中（　　　）は器具の撤去を示す。

２．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

１．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

非常用照明器具 ２０Ｗｘ１灯相当

階段

（撤去）

開放廊下

（撤去）

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

直付型　　２０Ｗｘ１ －　１台

ハロゲン　３０Ｗｘ１ －　１台



E
2021 11

59

10

64
S=1/100

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

Ｎ

ホール

バルコニー

床の間

バルコニー

洗面

押入

浴室

押入

LD

ホール

台所

玄関

バルコニー

和室６帖　２

押入

DK

便所

押入

ホール

玄関

吹抜

洗面

浴室

LD

吹抜
台所

玄関

押入

便所

押入 CL

洋室

DN

吹抜

CL

洋室

押入

和室６帖　２

押入

浴室

洗面

押入

便所

押入

和室６帖 １和室６帖 １

和室６帖 １

M

M

M

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

4階　平面図　　　　　S=1/100

開放廊下

和室６帖　２
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電灯設備　4階平面図(既設)

非常用照明器具

記　号 名　称 形　状

凡　　例

（注記）

１．図中（　　　）は器具の撤去を示す。

２．記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ１.６－２Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃ

ＶＶＦ１.６－３Ｃｘ２

１．図中（　　　）は器具及び配管配線の現況のままを示す。

ハロゲン３０Ｗｘ１灯相当

非常用照明器具 ２０Ｗｘ１灯相当

階段

（撤去）

開放廊下

（撤去）

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

以降既設照明器具へ

直付型　　２０Ｗｘ１ －　１台

ハロゲン　３０Ｗｘ１ －　１台
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S=1/100テレビ共同受信設備　立面図

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

1 2 3 4 5 6

南立面図　　　　　S=1/100

123456

北立面図　　　　　S=1/100

ＢＳアンテナ 架台共

記　号 名　称 形　状 備　考

凡　　例

（注記）

１．図中（　★　）は器具又は機器の取外し再取付を示す。

２．ＢＳアンテナは一時取外し仮設足場にブラケットを設け（建築工事）ＢＳアンテナを取付けること。

　　仮設足場撤去時に現況の位置に再取付をすること。

★
★

★



２

２・１１

２・４ ２・７・８

本工事は、図示の如く道路給水本管φ　　　よりφ　　にて当該敷地内へ引込み直圧にて各所要箇所へ給水する。

責任施工として行う。

冷暖房設備工事

鋳鉄・樹脂製防水防臭マンホール（硬質塩化ビニル桝）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重

機　械　設　備　工　事　特　記　仕　様　書 Ｆ．特　記　事　項消火設備工事 本工事は、消防法に基づく屋内消火栓設備（１号・易操作性１号・２号）を改修するものとする。

Ａ．工　事　概　要 　１ 上水道・下水道は所轄市町村の指導に依り、施工する事。尚、機器は所轄市町村認定品とする。本工事は、消防法に基づく屋外消火栓設備を設置するものとする。

１　工　事　名　称 既設設備で不要な物は請負者にて調査を行い、施主・監理担当者確認の上で撤去工事を行う事とする。本工事は、消防法に基づくスプリンクラー設備（湿式・乾式）を設置するものとする。
　２

２　工　事　場　所 又、その費用も本工事に含む。本工事は、消防法に基づく水噴霧消火設備を設置するものとする。

屋外又は埋設配管に対する支持金物・ボルト・ナット類は全てステンレス製とする。　３本工事は、消防法に基づく泡消火設備を設置するものとする。

４　工　事　種　別 各機器・各配管に名称（記号共）及び行先を表示する事。又、文字等が容易に消えない仕様とする事。　４本工事は、消防法に基づく移動式粉末消火設備を立体駐車場部に設置するものとする。（　箇所）

５　工　事　種　目 （　　印の付したものを適用する） バルブには全て「常開」・「常閉」の札を掛ける事。　５

水系配管の各種器具との接続口は、点検出来る様考慮する事。　６

　７ 屋外排水設備において小口径桝への配管接続時には滞留防止の為、下流接続側にＶＰ接続アダプタ－を取付る事。

車両通行部に埋設する配管は、ｺﾝｸﾘｰﾄ根巻(厚100㎜･全周 ※土被り600㎜以下)とする。　８給水設備工事 ガス設備工事

　９給湯設備工事 既設設備との取り合い・接続部については、施工者にて調査・調整を行い施工計画書を作成し当該係員に提出すること。

１０排水通気設備工事

衛生器具設備工事
１１

消火設備工事 詳細は当該係員に確認する事。

１２ 工事に際し現状確認を行い変更が生じた場合は、当該係員と協議行った上で工事を行う事。

１３ その他疑義が生じた場合、当該係員と協議の上で決定とする事。

Ｂ．一　般　共　通　事　項

１　施　工　基　準 本工事は、本仕様書、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）平成31年度版 Ｇ．メ　ー　カ　ー　リ　ス　ト（下記メーカー以外から選定の場合は当該係員の承諾を得る事。）

（以下標準仕様書）、機械設備標準図、工事請負契約書並びに係員の指示に従い関係官庁の規定により施工する。 配　管　材　料　 積水化学工業　　三菱樹脂　　クボタ　　信越ポリマー　　神戸製鋼所　　住友軽金属工業

優先順位は下記の通りとする。 衛　生　器　具　 ＴＯＴＯ　　ＬＩＸＩＬ

１．見積要綱　（現場説明記録・質疑応答記録を含む。）２．本特記仕様書　３．設計図　４．標準仕様書 排　水　金　具　類 ダイドレ　　福西鋳物　　第一機材

図面に記載なくも技術上・工事施工上・機能上当然必要と思われるものは、係員の指示に従い工事者負担で施工する事。

Ｈ．凡　例　及　び　使　用　材　料　（　　印のみ該当する。）

２　質疑及び変更 記　　　号 名　　　称 使　用　材　料 摘　要　・　規　格 水　圧　テ　ス　ト　他設計図書に疑義が生じた場合、事前に係員に申し出て指示を受ける事。又図面に示す仕様を得るに適した施工方法手段

1.0MPa器具取付後0.5MPa水道用耐衝撃性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ＪＷＷＡ Ｋ １１８がある場合、施工者の責任に於いて立案・計画し、係員と協議の上これを変更することができる。
給水管・揚水管

1.0MPa器具取付後0.5MPa水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 ＪＷＷＡ Ｋ １１６

３　官公庁手続届出 本工事に必要な官公庁その他への諸手続き及び諸届出の一切は、工事者の負担で遅滞なく行なうものとする。 給湯管（往） 1.0MPa器具取付後0.5MPaステンレス鋼管 ＪＩＳ Ｈ ３３００

（ガス会社への諸手続き・届出も同様とする） 給湯管（返） 1.0MPa器具取付後0.5MPaステンレス鋼管 ＪＩＳ Ｈ ３３００

汚水管
硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ Ｋ ６７４１

４　提出書類報告書 ・　現場代理人届 ・　工事記録 ・　主要材料承認届 ・　機器製作図・承認図 雑排水管

・　工事施工計画書 ・　実施工事工程表 ・　各種試験結果報告書 ・　機器取扱い説明書 通気管 硬質ポリ塩化ビニル管 ＪＩＳ Ｋ ６７４１

ＬＰ・　工程写真（カラー手札） 排水鉛管 排水用鉛管 ＨＡＳＳ ２０３

＊工事施工図は請負者が新たに作図を行い事前に提出し係員の承認を受ける事。 ヒューム管 遠心力鉄筋コンクリート管 ＪＩＳ Ａ ５３０３

屋内・屋外消火管 ピット内・土中－消火用硬質塩化ビニル ポンプ締切圧力の１.５倍Ｘ

５　基本要求品質 基本要求品質とは、機械設備工事の完成状態における要求性能・品質を示すものである。 　　　　　　　　外面被覆鋼管（sch４０）　ＷＳＰ ０４１連結送水管ＸＳ
水圧試験1.75MPa

その他　　　　－圧力配管用炭素鋼鋼管（sch４０）連結散水管ＸＢ

６　工　事　保　証 本工事者は、工事完成後でも工事の不完全納入品の欠陥に起因する故障は一年間の保証の責に任じ、無償で直ちに 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ Ｇ ３４５４スプリンクラー管ＳＰ ポンプ締切圧力の１.５倍

修理を行うか，良品と取り替える他，工事請負契約書に依ること。 泡消火管Ｆ

ガス会社責任に依る空気圧試験ガス管Ｇ ガス会社指定材料

７　そ　の　他 工事中及び完了後の試運転調整等の電気・ガス・水道料金は本工事に含む。 ＪＩＳ Ｇ ３４５２冷温水管（往） 配管用炭素鋼鋼管ＣＨ

ＪＩＳ Ｇ ３４５２配管用炭素鋼鋼管ＣＨＲ 冷温水管（返）

ＪＩＳ Ｇ ３４５２冷却水管（往） 配管用炭素鋼鋼管Ｃ

Ｃ．工　事　範　囲 （　　　　印の付したものを適用する） ＪＩＳ Ｇ ３４５２配管用炭素鋼鋼管ＣＲ 冷却水管（返）

給水設備工事 ＪＩＳ Ｇ ３４５２配管用炭素鋼鋼管Ｅ 膨張管

本工事は、図示の如く道路給水本管φ　　　よりφ　　にて当該敷地内へ引込み給水増圧ポンプ（所轄水道局認定 メーカー標準品Ｒ 冷媒管

品）にて各所要箇所へ給水する。 屋内配管：空調用保温付きドレン管
ドレン管Ｄ

本工事は、図示の如く道路給水本管φ　　よりφ　　にて当該敷地内へ引込み受水槽に貯水し、加圧給水ポンプ 屋外・土中・ピット：硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ Ｋ ６７４１

にて各所要箇所へ給水する。 亜鉛鉄板（Ｚ１８） ＪＩＳ Ｇ ３３０２ダクト（空調）

亜鉛鉄板（Ｚ１８） ＪＩＳ Ｇ ３３０２Ｄ．保　温　・　防　露　・　塗　装　工　事　表

一般　－スパイラルダクト(0.5t) ＪＩＳ Ｇ ３３０２不要 要　（　　本工事　　　　別途工事） 名　　称 保温・防露材 隠　　蔽 屋内露出 屋外露出 土　　中 ピット内 ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設 ダクト（換気）加入金等 ※

水廻り－硬質塩化ビニル管 ＪＩＳ Ｋ ６７４１基本要求品質 ・給水設備工事に用いる材料は所定のものであること。 給水 ２・６

ＶＤ：風量調整 ＦＤ：防火 ＣＤ：逆流防止 ＭＤ：モーター・給水設備は、所定の管径・機器性能を有し、所要の仕上がりであること。 汚水・雑排水 ８ ダンパー類

全て　　ＪＩＳ１０Ｋ・給水管は、器具接続・継手箇所その他全てに於いて漏水がないこと。 通気管 ８ 仕切弁

全て　　ＪＩＳ　５Ｋ・給水管は、水撃現象が生じないこと。 註１）　グラスウ－ル保温材はＪＩＳ－Ａ－９５０５（２号・４０Ｋ）ブラケットはＪＩＳ－Ａ－５５０５（Ｃ号）

給湯設備工事 本工事は、図示の如くガス式瞬間湯沸器にて各所要箇所へ給湯する。 消火用－ＪＩＳ１６Ｋ　　　　アルミガラスクロスは化粧保温板または保温帯はアルミガラスクロスで被覆したものとする。

直圧部－ＪＩＳ１０Ｋ　その他－ＪＩＳ５Ｋ　　　　保温厚は共通仕様書に依る。

本工事は、図示の如くボイラー（ガス焚・灯油焚）にて各所要箇所へ給湯する。 砲金製ねじ込み型　　　　　　　　　　口径５０㍉以下註２）　ガス管の防食は大阪ガス株式会社の施工要領による事。

基本要求品質 ・給湯設備工事に用いる材料は所定のものであること。 鋳鉄製フランジ型　　　　　　　　　　口径６５㍉以上（ナイロンコーティング）

・給湯設備は、所定の管径・機器性能を有し、所要の仕上がりであること。 スモレンスキー形衝撃吸収式　　　　５．鉄線＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布＋アスファルトプライマー 逆止弁

・給湯管は、器具接続・継手箇所その他全てに於いて漏水がないこと。 消火用－ＪＩＳ１６Ｋ　　　　６．鉄線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板　　７．鉄線＋厚紙＋綿布　　８．指定色Ｏ.Ｐ.２回塗り　　

・給湯管は、水撃現象が生じないこと。 砲金製ねじ込み型　　ＪＩＳ１０Ｋ　　口径５０㍉以下　　　　９．指定色Ｖ.Ｐ.２回塗り　　１０．プライマー塗布＋防食テープ２回巻き　　１１，遮音シート

鋳鉄製フランジ型　　ＪＩＳ１０Ｋ　　口径６５㍉以上（ナイロンコーティング）

鋳鉄製防水防臭マンホール　　　（ コンクリート桝 ）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重　　　　Ａ．鉄線＋ポリエチレンフィルム＋厚紙＋綿布 インバート桝排水通気設備工事

　　　　Ｂ．鉄線＋ポリエチレンフィルム＋厚紙＋アルミガラスクロス本工事は、図示の如く建物内に於いて汚水と雑排水の合流式配管を行い、下水道本管へ放流する。

鋳鉄製防水防臭マンホール　　　（ コンクリート桝 ）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重　　　　Ｃ．保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布＋アスファルトプライマー ため桝（密閉蓋）本工事は、図示の如く建物内に於いて汚水と雑排水の分流式配管を行い、汚水は浄化槽にて浄化後、雑排水と合流

鋳鉄・樹脂製防水防臭マンホール（硬質塩化ビニル桝）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重　　　　Ｄ．保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板し、河川に放流する。

グレ－チング蓋　　　　　　　　（ コンクリート桝 ）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重ため桝（格子蓋）本工事は、図示の如く建物内に於いて汚水と雑排水の合流式配管を行い、浄化槽にて浄化後に放流する。

コンクリ－ト蓋　　　　　　　　（ コンクリート桝 ）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重　　　　イ．鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板＋アルミクロス粘着テープ （※泥溜め150mm）

鋳鉄・樹脂製格子蓋　　　　　　（硬質塩化ビニル桝）　　　重荷重　　　中荷重　　　軽荷重　　　　ロ．鋲＋保温板＋ステンレス鋼板基本要求品質 ・排水通気設備工事に用いる材料は所定のものであること。

給水栓　　　　ハ．鋲＋保温板＋アスファルトルーフィング＋鉄線＋ステンレス鋼板・排水通気設備は、所定の管径・機器性能を有し、所要の仕上がりであること。

給湯栓・排水通気管は、器具接続・継手箇所その他全てに於いて漏水がないこと。

Ｅ．工　事　区　分　表　（　　印のみ該当） 混合水栓・排水通気管は、円滑な排水流通ができること。

項　　　　　目 備　　　　　考 フラッシュ栓

Ｔ５Ａ 床排水トラップ衛生器具設備工事 本工事は、図示の如く衛生器具と付属金具の取付けを行うものとする。尚、色指定は現場指示にて決定する。

Ｔ５Ｂ 床排水トラップ基本要求品質 ・衛生器具設備工事に用いる材料は所定のものであること。

Ｔ－１４ 流し排水トラップ・衛生器具設備は、所定の性能を有し、所要の仕上がりであること。

ＣＯＡ 床上掃除口・衛生器具は、配管接続その他全てに於いて漏水がないこと。

ＣＯＢ 床上掃除口・衛生器具は、器具取付けに際し、ガタ・歪み・ひび割れなどがないこと。

ＣＯ 床下掃除口

本工事は、図示の如く建物内に於いて汚水と雑排水の合流式配管を行い、敷地内排水系統に接続放流する。

本工事は、図示の如く建物内に於いて汚水と雑排水の分流式配管を行い、敷地内排水系統に接続放流する。

　　　　１．ロックウール　　２．グラスウール　　３．ポリスチレンフォーム　４．鉄線＋厚紙＋アルミガラスクロス

換気設備工事

撤去工事

本工事は、ABC粉末消火器（物件名称入）１０型　　本を消火器置台又はＢＯＸに収納し設置するものとする。

基本要求品質 ・消火設備工事に用いる材料は所定のものであること。

・消火設備は、所定の管径・機器性能を有し、所要の仕上がりであること。

・消火管は、継手箇所その他全てに於いて漏水がないこと。

・ホース格納箱等器具取付けに際し、ガタ・歪み。ひび割れなどがないこと。

ガス設備工事

基本要求品質 ・ガス設備工事に用いる材料は所定のものであること。

・ガス設備は、所定の機器に対しての性能を有し、所要の仕上がりであること。

・ガス管は、器具接続・継手箇所その他全てに於いてガス漏れがないこと。

本工事は、図示の如くプロパンガスボンベより各所要箇所へ供給する配管を高圧ガス取締規則に基づき施工する。

換気設備工事

本工事は、図示の如く給気用送風機に依る第２種換気方式を行う。

本工事は、図示の如く排気用送風機（換気扇等）に依る第３種換気方式を行う。

基本要求品質 ・換気設備工事に用いる材料は所定のものであること。

・換気設備は、所定の機器性能を有し、所要の仕上がりであること。

・換気設備工事に用いる配管は、機器接続・継手箇所その他全てに於いて漏気がないこと。

・換気扇等その他全ての機器取付けに際し、ガタ・歪みなどがないこと。

冷暖房設備工事

撤去工事

基本要求品質 ・本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

共通仕様書・同解説(平成24年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。ただし、解体共通仕

様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

３　主  要  用  途

・　竣工図（製本　部）

公共下水道工事施工承認申請は施工者にて行う事。又、竣工図も施工者にて提出する事。

竣工図・竣工図デ－タ－（JWW・DXF・PDF）・機器完成図・保証書等、当該係員が指定する物品を提出する事。

１　新築　　　　２　増築　　　　３　改築　　　　　４　その他（　改修　）　　

本工事は、図示の如く水冷式冷房機を設置し、冷房を行う。

本工事は、図示の如く温水式床暖房を設置し、暖房を行う。

本工事は、図示の如く電気式パネルヒ－タ－を設置し、暖房を行う。

冷暖房機のドレンは、最寄りの排水設備（会所）迄配管にて施工する事。

本工事は、図示の如く電気式床暖房を設置し、暖房を行う。

基本要求品質 ・冷暖房設備工事に用いる材料は所定のものであること。

・冷暖房設備は、所定の機器性能を有し、所要の仕上がりであること。

・冷暖房設備工事に用いる配管は、機器接続・継手箇所その他全てに於いてガス漏れ・漏水がないこと。

・冷暖房機その他全ての機器取付けに際し、ガタ・歪みなどがないこと。

・室内機取付ボルトの露出部分は化粧カバー及び化粧座金を施すこと。

・室内機のダクトにも化粧カバーを施すこと。

本工事は、図示の如く電気温水器にて各所要箇所へ給湯する。

撤去後の補修は､原則として現状復旧とする。

本工事は、図示の如く敷地内既設管φ13より分岐を行い各所要箇所へ給水する。

本工事は、図示の如く既設ガス管φ　より分岐を行い各所要箇所へ供給する配管をガス株式会社の
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奈良県御所市本馬　地内

本工事は、図示の如く空調用スリーブのみ更新とする。
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機械設備工事　特記仕様書 S=non

1

本工事は、図示の如く給気用・排気用ガラリ（一部ＦＤ付）のみ更新を行う。

6461

集合住宅　ＲＣ造４階建て　延べ949.52ｍ2

(建築工事編)平成31年版」(以下改修標準仕様書」という。)による。
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S=1/50

給気用ｶﾞﾗﾘ（100φ：鋼板製）
1～4階：更新

排気用ｶﾞﾗﾘ（150φ：鋼板製）
1～4階：更新

給気用ｶﾞﾗﾘ（100φ：鋼板製）
1～4階：更新

ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）

※　立面図参照

未使用のみ更新（上下共）

ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）

※　立面図参照

未使用のみ更新

ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）

※　立面図参照

未使用のみ更新
ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）

※　立面図参照

未使用のみ更新

ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）

※　立面図参照

未使用のみ更新

ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）

凡　例

給気用ガラリ（100φ：鋼板製）

排気用ｶﾞﾗﾘ（150φ：鋼板製：FD付）
1～4階：現状のまま（各階３個）

2

平面詳細図

上部吹抜

排気用ｶﾞﾗﾘ（150φ：鋼板製：FD付）
1～4階：現状のまま（各階３個）

排気用ｶﾞﾗﾘ（150φ：鋼板製）
1～4階：更新

ｸｰﾗｰｽﾘｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（100φ：鋼板製）
1，2階は現状のまま

3，4階は更新

※ﾄﾞﾚﾝ配管は外壁塗装が出来るよう

部分的に支持金具の脱着を行う。

※　各器具の更新箇所は立面図参照。

空調機　室外機

64646262

排気用ガラリ（150φ：鋼板製）



〈　現況　〉

給気用ガラリ（１００φ：鋼板製）

排気用ガラリ（１５０φ：鋼板製）

クーラースリーブキャップ（１００φ：鋼板製）

〈　改修　〉

１２

１２

1 2 3 4 5 6

南立面図　　　　　S=1/100

123456

北立面図　　　　　S=1/100

S=1/100立面図（1）

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事
2021 11

M 3

ＳＵＳ製へ更新

ＳＵＳ製へ更新

ＳＵＳ製へ更新

空調機　室外機　床置き 取外し→仮設→再取付

空調配管（ドレン配管共）

空調機　室外機　天井吊り 現況のまま

室外機の設置場所による（上記参照）

仮設延長内容

液管/ｶﾞｽ管

内外連絡線

6.4/9.5

EM-EEF1.6-3C

5ｍ

5ｍ

※　仮設位置は、監督員とよく協議を行い安全に施工出来る様に注意して行う。

※　Ｒ２２の冷媒ガス使用の機器は、監督員とよく協議を行い対処する。

４８ １６

１１

１１

6463

〈　南面　〉 〈　北面　〉

改修　数量

０

０

０

２

２

凡　　例

０



ABCDEF

西立面図　　　　　S=1/100

A B C D E F

東立面図　　　　　S=1/100

〈　現況　〉 〈　改修　〉

現況のまま ００

市営住宅サン緑町Ⅰ　外壁等改修工事

立面図（2） S=1/100

2021 11
M 4

排気用ガラリ（１５０φ：ＳＵＳ製）

6464

改修　数量凡　　例

〈　西面　〉 〈　東面　〉


